
文
化
情
報
学
　
十
七
巻
一
・
二
号
　
119
～
85
（
令
和
四
年
三
月
）

　

本
稿
は
、「
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入

り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
一
）
―
」（『
文
化
情
報
学
』
第
十
四
巻
第
一

号
、
二
〇
一
八
年
十
一
月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
同
』
第
十
五
巻
第
一
号
、

二
〇
一
九
年
十
月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
同
』
第
十
五
巻
第
二
号
、
二
〇
二
〇

年
三
月
）
に
引
き
続
き
、
歌
意
絵
入
り
『
百
人
一
首
か
る
た
』
四
種
に
つ
い
て
、
古

注
釈
を
参
看
し
な
が
ら
、
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
一
七
番
か
ら
二
六
番
ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。

　

四
種
の
か
る
た
の
書
誌
情
報
と
凡
例
の
詳
細
は
、『
文
化
情
報
学
』
第
十
四
巻
第

一
号
に
譲
り
、
本
稿
で
は
以
下
の
と
お
り
簡
略
に
記
す
。

（
１
）
か
る
た
Ａ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：146700558

（
２
）
か
る
た
Ｂ　

 

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：156700025

（
３
）
か
る
た
Ｃ　

絵
変
わ
り
百
人
一
首
か
る
た　

資
料
番
号
：166700139

（
４
）
か
る
た
Ｄ　

歌
絵
百
人
一
首
か
る
た　
　

資
料
番
号
：176700497

凡
　
例

一
、
冒
頭
に
、『
百
人
一
首
』
の
歌
番
号
を
示
す
。

一
、
か
る
た
四
種
の
影
印
を
列
挙
し
、
そ
の
下
に
翻
刻
本
文
を
示
す
。

一�

、【
字
母
】
で
は
、
翻
刻
の
本
行
本
文
に
即
し
た
仮
名
の
字
母
を
示
す
。
漢
字
や

踊
り
字
な
ど
、
仮
名
以
外
の
表
記
に
は
（　

）
を
付
す
。

一�

、【
古
注
釈
】
で
は
、
歌
意
絵
を
考
察
す
る
際
の
着
眼
点
ご
と
に
、
古
注
釈
の
本

文
を
引
用
す
る
。
主
と
し
て
島
津
忠
夫
氏
・
上
條
彰
次
氏
編
著
『
百
人
一
首
古
注
』

（
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
二
月
）
を
参
看
・
引
用
す
る
。

一�
、【
考
察
】
で
は
、
引
用
し
た
古
注
釈
に
依
拠
し
な
が
ら
、
四
種
の
か
る
た
の
図

柄
を
比
較
検
討
す
る
。

資
料
紹
介

　
　
　
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察（
四
）―

福
　
田
　
智
　
子
・
小
　
原
　
菜
々
子
・
関
　
　
あ
か
り
・
薛
　
　
堰
　
之

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
が
所
蔵
す
る
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
『
百
人
一
首
か
る
た
』
の
う
ち
、
歌
意
絵
入
り
か
る
た
四
種
に
つ
い
て
、
札
の
影
印

を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
翻
字
と
、
古
注
釈
を
参
看
し
た
歌
意
絵
の
図
柄
に
関
す
る
比
較
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、『
百
人
一
首
』
一
七
番
か
ら
二
六
番

ま
で
の
札
を
取
り
上
げ
る
。�

三
六
（
119
）



文
化
情
報
学
　
十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

　

在
原
業
平
朝
臣

ち
は
や
ふ
る

　

か
み

　
　

よ
も

き
か
す

　
　

た
つ
た
か
は

か
ら

　
　

く
れ

　
　
　

な
ゐ
に

　

水

　
　

く
ゝ

　
　
　

る
と
は

　

在
原
業
平
朝
臣

千
早
振
か
み

よ
も
す
か
す

た
つ
た
か
は

か
ら
く
れ
な
い

　

に
み
つ

　

く
ゝ
る
と
は

　

在
原
業
平
朝
臣

千
早
ふ
る　

か
ら

神
代
も　
　
　

く
れ

き
か
す　
　
　

な
ゐ
に　
　

た
つ
た
川　

水
く
ゝ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

と
は

か
ら

　

く
れ

な
ゐ
に

水
　

く
ゝ
る

　

と
は

　

在
原
業
平
朝
臣

千
は
や
ふ
る

　

神
代
も

　
　

き
か
す

た
つ
た
川

　
　
　

水
く
ゝ
る

　
　
　
　
　
　

と
は

か
ら

　

く
れ

　
　

な
ゐ
に

一
七
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

三
七
（
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）



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

【
字
母
】

［
Ａ
］（
在
原
業
平
朝
臣
）

　
　

知
八
也
不
留 

可
三
与
毛
幾
可
須
多
川
多
可
八

　
　

閑
良
久
連
奈
井
耳
（
水
）
久
（
ゝ
）
累
止
波

［
Ｂ
］（
在
原
業
平
朝
臣
）

　
　

千
早
振 
加
美
与
毛
寸
可
須 

太
川
多
加
可
波

　
　

加
良
久
禮
奈
意
仁 
三
徒
久
（
ゝ
）
留
止
波

［
Ｃ
］（
在
原
業
平
朝
臣
）

　
　
（
千
早
）
不
留
（
神
代)
毛
幾
可
須
太
川
多
（
川
）

　
　

加
良
久
連
奈
為
尓
（
水
）
久
（
ゝ
）
留
止
波　
　

　
　

加
良
久
礼
奈
為
尓
（
水
）
久
（
ゝ
）
留
止
波　
　

［
Ｄ
］（
在
原
業
平
朝
臣
）

　
　
（
千
）
者
也
婦
留
（
神
代
）
毛
幾
可
須
堂
川
多
（
川
）

　
　

可
良
久
連
奈
井
尓
（
水
）
久
（
ゝ
）
留
止
八

【
古
注
釈
】

一
、「
水
潜
る
」
説
（
一
）
紅
葉
の
下
を
水
が
流
れ
る

　

◯
『
経
厚
抄
』

　
　

 

水
く
ゞ
る
と
は
、
満
山
の
紅
葉
の
下
を
行
水
の
躰
を
い
へ
ば
、
く
ゞ
る
と
云
専

用
也
。

　

◯
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

…
…
龍
田
川
の
水
も
な
き
ま
で
散
し
き
た
る
木
葉
に
、
水
は
た
ゞ
紅
を
く
ゞ
り

た
る
様
な
る
興
を
、（
…
…
以
下
略
）。

　

◯
『
古
注
』

　
　

 

も
み
ぢ
の
し
た
を
水
の
く
ゞ
り
て
な
が
る
ゝ
を
見
て
、（
…
…
以
下
略
）。

　

◯
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

た
つ
た
川
の
も（
み
脱
）ぢ
か
ら
く
れ
な
ひ
に
し
て
水
く
ぐ
り
行
け
い
き
、
錦
を
さ
ら
す

ご
と
く
也
。

　

◯
『
三
奥
抄
』

　
　

 

是
は
、
立
田
川
に
紅
葉
の
み
ち
て
な
が
る
ゝ
さ
ま
、
ひ
と
へ
に
か
ら
錦
を
な
が

せ
る
が
ご
と
く
に
し
て
、
錦
の
中
よ
り
水
の
く
ゞ
る
と
み
ゆ
る
を
奇
異
の
ご
と

く
見
る
故
、
神
の
世
ま
で
を
た
く
ら
べ
て
い
ふ
な
り
。

二
、「
水
潜
る
」
説
（
二
）
水
が
紅
に
な
っ
て
流
れ
る

　

◯
『
師
説
抄
』

　
　

 

此
歌
、
木
の
葉
の
か
ら
紅
を
水
が
く
ゞ
る
と
い
ふ
と
、
水
が
か
ら
紅
に
な
り
て

く
ゞ
る
と
い
ふ
は
二
説
也
。
但
水
が
紅
に
な
り
て
く
ゞ
る
と
い
ふ
が
師
説
、
秘

す
る
也
。
子
細
は
、
神
代
も
き
か
ず
と
い
ふ
に
つ
け
て
、
水
の
紅
に
な
り
て

く
ゞ
る
と
い
ふ
奇
妙
な
れ
ば
、
神
代
も
き
か
ず
と
い
ふ
処
に
よ
く
か
な
へ
り
と

也
。

三
、「
水
潜
る
」
説
（
二
）
の
否
定

　

◯
『
雑
談
』

　
　

 

頃
日
さ
る
者
の
講
尺
に
、
水
が
紅
に
な
り
て
く
ゞ
る
と
き
く
が
秘
説
也
、
と
い

へ
り
。
左
様
に
き
ゝ
て
は
く
ゞ
り
も
の
な
し
。
替
り
て
い
は
ん
と
て
の
事
に
て
、

あ
ら
ぬ
事
を
い
ふ
と
申
侍
る
は
、
か
や
う
の
事
に
て
待
る
。

四
、「
水
括
る
」（
紅
葉
が
水
を
括
り
染
め
に
す
る
）
説
。

　

◯
『
新
抄
』

　
　

 

…
…
そ
の
神
代
に
も
立
田
川
の
水
を
紅
し
ぼ
り
に
す
る
と
い
ふ
事
は
き
ゝ
も
及

ば
ぬ
事
ぞ
と
也
。
紅
葉
の
む
ら
む
ら
に
流
る
ゝ
を
纐
纈
に
い
ひ
な
し
た
る
也
。

三
八
（
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）



文
化
情
報
学
　
十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

　

◯
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

紅
葉
の
む
ら
む
ら
流
る
ゝ
か
た
に
て
、
白
波
も
ひ
ま
ひ
ま
立
ま
じ
り
つ
ゝ
見
ゆ

ら
ん
を
、
紅
の
ゆ
は
だ
と
見
な
し
て
、
最イ
ト

め
づ
ら
し
け
れ
ば
、
行
水
を
纐ユ
ハ
タ纈

〈
ク
ヽ
リ
ゾ
メ
〉
に
す
る
事
よ
、（
…
…
中
略
…
…
）。
是
は
或
家
の
古
き
説
に

此
く
ゝ
る
は
泳ク
ヾ
ル

に
は
あ
ら
で
紋ク
ヽ
ル

也
と
あ
る
に
よ
れ
り
。
凡
纐
纈
は
令
式
な
ど
に

も
見
え
て
、
絹キ

ヌ

を
糸イ
ト

も
て
処ト
コ
ロ

処
く
く
り
て
、
紅ク
レ
ナ
イ
ム
ラ
サ
キ
ミ
ド
リ

紫
緑
な
ど
に
染
る
也
。
今
い

ふ
し
ぼ
り
染ソ
メ

に
同
じ
。（
中
略
）
然
る
を
或
説
に
は
、
絞ク
ヽ
ル

と
い
ふ
は
聞
よ
か
ら

ず
と
て
泳ク
ヾ
ル

也
と
い
ヘ
ど
、
紅
に
水
く
ゞ
る
と
い
ふ
べ
き
理コ
ト
ワ

り
明
ら
か
な
ら
ず
。

　

◯
『
異
見
』

　
　

 

な
が
る
ゝ
水
を
し
も
、
か
く
ゆ
は
た
染
に
く
ゝ
り
な
す
は
、
奇
異
の
わ
ざ
の
み

あ
り
し
と
い
ふ
、
神
世
に
も
、
さ
る
た
め
し
い
ま
だ
聞
ず
。
こ
は
い
か
で
か
と

興
じ
た
る
也
。（
…
…
中
略
…
…
）。
初
学
云
、
あ
る
家
の
古
き
説
に
、
此
く
ゝ

る
は
泳ク
ヾ
ル

に
は
あ
ら
で
紋ク
ヽ
ル

也
と
あ
る
に
よ
れ
り
。
凡
纐
纈
は
、
令
式
な
ど
に
も
見

え
て
、
絹
を
糸
も
て
処
々
く
ゝ
り
て
紅
紫
緑
な
ど
に
染
る
也
。
今
云
し
ぼ
り
染

に
同
じ
。
古
今
六
帖
の
霜
の
部
に
、
木
の
葉
み
な
か
ら
紅
に
く
ゝ
る
と
て
霜
の

あ
や
に
も
お
き
ま
さ
る
か
な
と
よ
め
る
、
即
是
也
。
在
原
友
于
の
、
時
雨
に
は

た
つ
た
の
川
も
そ
め
に
け
り
か
ら
紅
に
木
葉
く
ゝ
れ
ば
、
是
も
上
に
染
に
け
り

と
い
ひ
た
れ
ば
、
く
ゝ
り
染
に
と
り
な
せ
し
も
の
也
。
か
ゝ
れ
ば
、
ゆ
は
た
の

事
な
ら
で
何
な
ら
ん
と
い
へ
り
。
此
古
説
尤
是
也
。（
中
略
）
初
学
に
、
紅
葉

の
む
ら
む
ら
流
る
る
か
た
に
て
、
白
波
も
ひ
ま
ひ
ま
立
交
り
つ
ゝ
見
ゆ
ら
ん

を
、
紅
の
ゆ
は
た
と
見
な
せ
り
、
と
い
へ
る
は
非
也
。
す
べ
て
屏
風
の
画
な
ど

は
、
其
ゑ
が
け
る
ま
ゝ
を
あ
り
が
ま
ゝ
に
よ
み
出
て
、
な
か
な
か
実
景
実
物

を
ば
か
へ
り
見
ざ
る
ぞ
、
古
へ
人
の
真
心
な
る
。
ま
づ
此
画
の
さ
ま
を
思
ふ

に
、
い
と
も
青
く
か
き
流
し
た
ら
ん
水
の
上
に
、
い
と
大
き
や
か
な
る
も
み
ぢ

葉
の
、
し
か
も
こ
き
紅
な
る
が
、
あ
か
あ
か
と
し
た
ゝ
か
に
呼
び
た
る
な
る
べ

し
。
古
代
の
画
の
さ
ま
思
ひ
や
る
べ
し
。
其
一
葉
々
々
を
、
ゆ
は
た
の
か
た
に

見
な
し
た
る
也
。

五
、「
神
代
も
き
か
ず
」
は
、
二
条
の
后
へ
の
褒
め
言
葉

　

◯
『
幽
斎
抄
』

　
　

東
宮
の
母
女
御
を
ほ
め
て
い
へ
る
也
。

　

◯
『
師
説
抄
』

　
　

 

下
心
に
、
二
条
の
后
の
さ
か
へ
を
ほ
め
て
神
代
も
き
か
ず
と
、
屏
風
の
絵
に
よ

そ
へ
て
い
へ
る
な
り
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
、
秋
歌
下
、
二
九
四
番
に
「
二
条
の
后
の
春
宮
の
み
や

す
所
と
申
し
け
る
時
に
、
御
屏
風
に
た
つ
た
河
に
も
み
ぢ
な
が
れ
た
る
か
た
を
か
け

り
け
る
を
題
に
て
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。
二
条
の
后
、
藤
原
高

子
が
、「
春
宮
」（
皇
太
子
。
こ
こ
で
は
、
後
の
陽
成
天
皇
）
の
母
の
御
息
所
と
呼
ば

れ
て
い
た
時
の
屏
風
の
絵
を
題
に
し
て
詠
ん
だ
歌
と
い
う
。

　
［
Ａ
］
の
挿
絵
の
右
方
手
前
に
は
、
男
女
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
。
こ
の
う
ち

垂
纓
（
す
い
え
い
）
冠
を
被
っ
た
衣
冠
姿
の
男
性
が
作
者
の
業
平
で
あ
る
と
す
る
と
、

女
性
の
方
は
二
条
の
后
、
高
子
で
あ
ろ
う
。ま
た
、
画
面
奥
か
ら
の
大
き
な
流
れ
は
、

竜
田
川
と
見
ら
れ
る
。
画
面
左
上
に
は
木
が
あ
り
、
そ
の
紅
葉
の
葉
が
川
面
に
浮
か

び
流
れ
て
い
る
。
実
際
に
二
人
が
竜
田
川
の
紅
葉
を
眼
前
に
し
た
と
い
っ
た
構
図
で

あ
る
。［
Ａ
］
の
か
る
た
の
挿
絵
に
は
、
一
貫
し
て
作
者
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
が
、

作
者
の
業
平
に
加
え
、『
古
今
集
』の
詞
書
に
そ
の
名
が
登
場
す
る
二
条
の
后
を
、『
伊

勢
物
語
』
第
六
段
「
芥
川
」
の
場
面

―
男
が
「
え
う
ま
じ
ま
り
け
る
」
女
を
さ
ら
っ

三
九
（
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）



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

て
逃
げ
る
場
面

―
さ
な
が
ら
に
描
い
た
と
思
し
い
。
一
方
、［
Ｃ
］
は
、
川
面
の

紅
葉
を
屏
風
絵
と
し
て
描
く
。『
古
今
集
』
の
詞
書
を
そ
の
ま
ま
絵
画
化
し
た
こ
と

に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、［
Ｂ
］［
Ｄ
］
の
図
柄
は
、
川
面
を
流
れ
て
い
く
紅
葉
を
描
く

と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

　
「
水
く
く
る
」
の
解
釈
と
し
て
、
現
代
の
多
く
の
注
釈
書
に
採
用
さ
れ
て
い
る
「
水

括
る
」
と
い
う
説
は
、『
新
抄
』『
比
麻
奈
備
』『
異
見
』
に
見
ら
れ
る
も
の
の
、
古

注
釈
で
は
「
水
潜
る
」
説
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
中
で
も
、（
一
）
紅
葉
の
下
を

水
が
流
れ
る
と
い
う
説
が
主
流
と
見
ら
れ
る
が
、（
二
）
水
が
紅
に
な
っ
て
流
れ
る

と
い
う
説
も
わ
ず
か
な
が
ら
見
受
け
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
後
者
は
、『
雑
談
』に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、『
幽
斎
抄
』『
師
説
抄
』
が
、「
神
代
も
き
か
ず
」
を
、
二
条
の
后
へ
の
褒

め
言
葉
と
見
る
の
は
、『
古
今
集
』
の
詞
書
に
二
条
の
后
が
登
場
す
る
点
に
着
目
し

た
上
で
の
見
解
で
あ
ろ
う
。

　

藤
原
敏
行
朝
臣

す
み
の
江
の

　

き
し

　
　

に

よ
る　

よ
る

さ
へ
や　

な
み

　
　
　

よ
く

ゆ
め　
　

ら
む

　

の
か
よ
ひ
ち

　
　

人
め

　

藤
原
敏
行
朝
臣

す
み
の
え
の

き
し
に
よ
る

　

な
み 

よ
る

　
　

さ
へ
や

ゆ
め
の　

く
ら

　
　
　
　
　
　

 

む

　
　

か
よ
ひ

人
め
よ　

 

ち

一
八
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］
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令
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四
年
三
月
）

【
字
母
】

［
Ａ
］（
藤
原
敏
行
朝
臣
）

　
　

春
美
能
（
江
）
乃　

幾
之
耳
与
流
奈
三　

与
留
左
部
也

　
　

由
女
能
可
与
比
知　
（
人
）
女
与
久
良
無

［
Ｂ
］（
藤
原
敏
行
朝
臣
）

　
　

春
美
乃
衣
能　

支
之
尓
与
留
那
美　

与
留
斜
部
也

　
　

由
女
能
加
与
比
知　
（
人
）
女
与
久
良
武

［
Ｃ
］（
藤
原
敏
行
朝
臣
）

　
　
（
住
）
乃
（
江
）
能　

幾
之
尓
与
留
奈
三　

与
留
佐
部
也

　
　

由
女
乃
可
与
比
知　
（
人
）
女
与
久
良
无

　
　
（
夢
）
乃
可
与
比
知　
（
人
）
女
与
久
良
无

［
Ｄ
］（
藤
原
敏
行
朝
臣
）

　
　
（
住
）
乃
衣
能　
（
岸
）
尓
与
留
奈
三　

与
留
佐
衣
也

　
　
（
夢
）
乃
可
与
比
知　
（
人
）
女
与
久
良
舞 

【
古
注
釈
】

一
、
波
音
が
高
く
て
寝
ら
れ
ず
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

◯
『
米
沢
抄
小
書
』

　
　

 

夢
に
さ
へ
人
め
の
そ
き
よ
く
る
ご
と
く
、
岸
に
よ
る
波
に
さ
は
が
れ
て
夢
も
見

ず
と
也
。

二
、
波
は
穏
や
か
で
も
寝
ら
れ
ず
夢
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

◯
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

高
岸
に
こ
そ
浪
の
う
ち
た
ら
ば
夢
も
さ
む
べ
き
事
な
れ
、
是
は
南
海
也
。
殊
に

住
の
え
の
き
し
は
あ
ら
き
波
も
よ
せ
ぬ
所
な
る
に
、
そ
れ
さ
へ
、
し
か
も
夢
の

藤
原
敏
行
朝
臣

住
の
江
の　
　
　

ゆ
め
の

き
し
に　
　
　
　

か
よ
ひ
ち

　

よ
る
な
み　
　

人
め

よ
る
さ
へ
や　
　

よ
く

　
　
　
　
　
　
　

 

ら
ん

夢
の

か
よ
ひ
ち

人
め

　

よ
く

　
　

ら
ん

　

藤
原
敏
行
朝
臣

住
の
え
の

　
　
　

岸
に

　
　
　
　

よ
る

　
　
　
　

な
み

　
　

よ
る
さ
え
や

　
　

人
め

　
　
　

よ
く

　
　
　
　

ら
む

　

夢
の

　
　

か
よ
ひ
ち

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

通
路
を
よ
く
る
や
う
な
る
は
、
わ
が
恋
路
の
契
の
う
と
き
故
に
時
々
心
の
お
ど

ろ
く
ぞ
と
也
。

　

◯
『
師
説
抄
』

　
　

 
住
の
江
の
岸
に
う
つ
波
は
あ
ら
あ
ら
し
か
ら
ぬ
（
マ
ヽ
）ど
、
我
心
の
お
も
ひ
よ
り
夢
も

み
ぬ
と
也
。

　

◯
『
雑
談
』

　
　

 

住
の
江
は
岸
も
た
い
ら
に
遠
あ
さ
の
入
海
な
れ
ば
、
波
も
し
づ
か
な
り
。（
…
…

中
略
…
…
）。
高
き
岸
は
う
つ
波
も
あ
ら
く
し
て
夢
も
さ
め
ん
事
な
る
に
、
入

海
し
づ
か
な
る
住
の
江
の
波
さ
へ
通
路
の
さ
ま
た
げ
と
な
る
な
ど
と
い
ふ
は
、

さ
の
み
く
る
し
か
ら
ざ
る
事
な
れ
共
、
人
丸
の
足
引
の
歌
の
山
鳥
を
、
峰
を
隔

て
雌
雄
ふ
す
を
い
へ
り
な
ど
い
ふ
類
也
。

　

◯
『
鈔
聞
書
』

　
　

 

波
の
音
に
は
夢
の
さ
む
る
も
の
也
。
然
ど
も
住
の
江
の
波
は
あ
ら
く
も
あ
ら
ね

ば
さ
む
ま
じ
き
事
な
れ
ど
も
、（
…
…
中
略
…
…
）。
波
の
ゆ
る
き
所
に
て
さ
へ

さ
む
る
よ
し
な
り
。

三
、「
住
の
江
」
は
松
の
名
所

　

◯
『
異
見
』

　
　

 

い
づ
く
は
あ
れ
ど
、
住
の
え
は
松
の
し
づ
え
に
よ
る
波
の
け
し
き
あ
る
所
に

て
、
古
歌
に
も
い
ひ
な
れ
、
人
も
見
し
れ
る
を
も
て
、
こ
と
に
も
と
り
出
た
る

也
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
二
、
恋
歌
二
、五
五
九
番
に
「
寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の

歌
合
の
う
た
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
の
画
面
右
側
に
描
か
れ
る
二
人
の
人
物
は
、
作
者
で
あ
る
敏
行
と
そ
の
従

者
で
あ
ろ
う
。
烏
帽
子
を
被
っ
た
敏
行
が
、
太
刀
を
担
い
だ
小
姓
を
従
え
て
い
る
。

敏
行
が
右
手
を
目
の
位
置
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
人
目
が
な
い
か
ど
う
か
確
認
し
て

い
る
仕
草
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
注
釈
書
で
は
、「
人
目
よ
（
避
）
く
ら
ん
」
の
主
語

を
恋
人
の
男
性
と
見
て
、
女
性
の
立
場
で
詠
ん
だ
歌
と
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る

が
、
こ
の
図
柄
だ
と
、
作
者
の
敏
行
が
、「
人
目
」
を
「
よ
（
避
）
く
」
自
分
の
心

情
を
い
ぶ
か
っ
た
歌
と
い
う
解
釈
を
促
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
画
面
左
側
に
は
、
入
江
に
橋
が
架
か
り
、
橋
の
向
こ
う
に
も
手
前
に
も
、

岸
に
は
松
が
描
か
れ
る
。
橋
の
手
前
に
鳥
居
を
描
く
こ
と
に
よ
り
、
住
吉
大
社
を
象

徴
的
に
示
し
、
そ
こ
が
住
の
江
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
松
は
、『
異
見
』
も

指
摘
す
る
よ
う
に
、
景
勝
地
で
あ
る
住
の
江
の
景
物
と
し
て
代
表
的
な
も
の
で
あ

る
。
入
江
の
内
に
描
か
れ
る
曲
線
が
波
だ
と
す
る
と
、『
米
沢
抄
小
書
』
に
言
う
波

音
の
高
さ
を
表
す
も
の
か
。
な
お
、
波
は
穏
や
か
だ
と
捉
え
る
古
注
釈
に
は
、『
幽

斎
抄
』『
師
説
抄
』『
雑
談
』『
鈔
聞
書
』
が
あ
る
。

　
［
Ｂ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
も
、
そ
れ
ぞ
れ
筆
触
は
異
な
る
が
、
反
橋
と
、
緑
色
の
松
ら

し
い
木
々
が
描
か
れ
る
。
そ
し
て
、［
Ｂ
］
が
そ
の
周
囲
を
薄
い
青
で
、
ま
た
［
Ｃ
］

が
、
手
前
の
反
橋
・
松
と
左
奥
の
松
の
間
を
濃
い
青
で
描
く
の
は
、
住
の
江
で
あ
ろ

う
。
な
お
、［
Ｄ
］
は
、［
Ａ
］［
Ｂ
］［
Ｃ
］
と
は
異
な
り
、
画
面
全
体
に
松
を
描
き
、

中
央
付
近
に
反
橋
を
置
い
た
図
柄
で
あ
り
、
住
吉
大
社
の
境
内
を
俯
瞰
し
た
構
図
に

な
っ
て
い
る
。
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伊
勢

な
に
は
か
た

　

み
し
か
き

あ
し
の

　

ふ
し
の

　
　
　

ま
も

あ
は
て

　

こ
の
よ
を

過
し
て

　
　

よ
と
や

　

伊
勢

な
に
は
か
た

 

み
し
か
き

あ
し
の
ふ
し
も
（
マ
マ
）
　

　
　
　
　

ま
も

あ
は
て

　
　

 

こ
の

よ　

よ
を

と　

 

す
く
し

 

や　
　
　

て

　

伊
勢

な
に
は　
　
　

 

あ
は
て

　

 

か
た　
　
　
　

こ
の
世
を

み
し
か
き　
　
　

過
し
て

　

あ
し
の　
　
　
　

よ
と
や

ふ
し
の
ま
も

あ
は
て
こ
の

　
　

よ
を

す
く
し

　
　

 

て

よ
と
や

　
　
　

伊
勢

難
波
か
た

　

み
し

　
　

か
き

あ
し
の

　

ふ
し
の

　
　

ま
も

　
　

過
し
て
よ

　
　
　
　
　

と
や

あ
は
て

　
　

こ
の
よ
を

一
九
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

【
字
母
】

［
Ａ
］（
伊
勢
）

　
　

奈
仁
者
可
多　

美
之
可
幾
安
之
乃　

不
之
能
万
毛

　
　

安
八
帝
己
乃
与
遠　
（
過
）
之
天
与
止
也

［
Ｂ
］（
伊
勢
）

　
　

奈
尓
波
可
多　

三
之
加
幾
安
之
乃　

不
之
毛
万
毛

　
　

安
者
天
己
乃
与
乎　

須
久
之
帝
与
止
也

［
Ｃ
］（
伊
勢
）

　
　

奈
尓
者
可
多　

美
之
可
幾
阿
之
乃　

不
之
能
末
毛

　
　

安
者
天
己
乃
（
世
）
遠　
（
過
）
之
天
与
止
也

　
　

阿
者
天
己
乃
与
遠　

寸
久
之
天
与
止
也

［
Ｄ
］（
伊
勢
）

　
　
（
難
波
）
可
多　

三
之
可
支
安
之
乃　

婦
之
能
満
毛

　
　

安
八
天
己
乃
与
越　
（
過
）
之
天
与
止
也 

【
古
注
釈
】

一
、「
難
波
潟
」
に
つ
い
て

　

◯
『
宗
祇
抄
』

　
　

此
難
波
が
た
と
は
大
や
う
に
い
ひ
出
た
る
五
文
字
也
。

　

◯
『
雑
談
』

　
　

 

君
の
五
字
と
い
ふ
は
、
此
難
波
潟
と
置
た
る
如
く
大
や
う
に
云
て
、
下
の
四
句

の
や
く
に
た
つ
五
文
字
を
、
君
の
五
文
字
と
い
ひ
、（
…
…
以
下
略
）。

二
、「
み
じ
か
き
蘆
の
ふ
し
の
間
」
の
解
釈

　

◯
『
経
厚
抄
』

　
　

 

み
じ
か
き
蘆
の
ふ
し
ま
と
は
、
此
世
の
幾
ク
な
ら
ぬ
と
云
心
を
含
た
る
也
。
節

の
ま
と
は
両
節
間
也
。

　

◯
『
幽
斎
抄
』

　
　

み
じ
か
き
あ
し
の
節
の
間
は
、
い
さ
ゝ
か
ば
か
り
も
と
云
也
。
当
意
の
心
也
。

　

◯
『
師
説
抄
』

　
　

 

み
じ
か
き
芦
の
つ
の
ぐ
む
時
分
の
こ
と
を
い
ふ
也
。
そ
の
時
は
ふ
し
の
ま
い
よ

い
よ
み
じ
か
き
也
。

　

◯
『
雑
談
』

　
　

 

は
つ
か
ば
か
り
の
ま
も
あ
は
ぬ
と
い
は
ん
た
め
、
難
波
潟
み
じ
か
き
蘆
の
ふ
し

の
間
と
い
へ
り
。
蘆
は
難
波
に
よ
む
事
也
。
節
と
節
と
の
あ
い
だ
み
じ
か
き
も

の
也
。
み
じ
か
き
と
い
ふ
は
、
わ
づ
か
ば
か
り
の
事
也
。

　

◯
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

短ミ
ジ
カ

き
蘆ア
シ

の
ふ
し
の
間マ

の
ご
と
き
し
ば
し
ば
か
り
の
逢
こ
と
も
な
き
は
、（
…
…

中
略
…
…
）。
み
じ
か
き
蘆ア
シ

と
は
万
葉
に
、
夏ナ
ツ

野ノ

行ユ
ク

男ヲ

鹿シ
カ

の
角ツ
ノ

の
束ツ
カ

の
間マ

も
、

或
は
、
な
び
く
玉
も
の
ふ
し
の
間
も
と
よ
め
る
な
ど
よ
り
い
で
、
あ
し
の
節
の

間
の
有
が
中
に
短
き
を
設マ
ウ

け
出
た
り
。
そ
を
此
歌
に
は
、
し
ば
ら
く
の
間
の
意

に
と
れ
り
。

【
考
察
】

　
『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
一
、
恋
歌
一
、一
〇
四
九
番
に
「
題
し
ら
ず
」
と
し
て

載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
に
は
、
斜
め
上
を
眺
め
る
女
性
の
姿
が
描
か
れ
る
。
視
線
の
先
に
は
、
手

前
に
緑
色
の
長
細
い
葉
の
植
物
の
群
生
が
広
が
り
、
そ
の
奥
に
は
波
模
様
が
重
な

る
。
作
者
の
伊
勢
が
、
水
辺
の
葦
と
そ
の
向
こ
う
の
難
波
潟
の
方
を
向
い
て
、
恋
人
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文
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報
学
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七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

に
想
い
を
馳
せ
る
様
子
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、［
Ｂ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
に
共
通
し
て
描
か
れ
る
の
は
、
主
と
し
て
葦
で
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、［
Ｄ
］
の
か
る
た
は
、
水
辺
を
青
色
で
描
き
、
難
波
潟
を
表
し
て

い
る
。

　

な
お
、［
Ｂ
］の
上
句
札
に
は
、
作
者
名
の
上
下
に
、
女
性
歌
人
を
示
す
印
が
あ
る
。

　

初
句
「
難
波
潟
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
は
、『
宗
祇
抄
』『
雑
談
』
で
、
こ
の
「
大

や
う
に
い
ひ
出
た
る
五
文
字
」（
宗
祇
抄
）
を
、「
君
の
五
字
」（
雑
談
）
と
称
す
る
。

初
句
で
、
空
間
的
な
広
が
り
の
あ
る
情
景
を
設
定
す
る
。

　

そ
し
て
、
視
点
は
「
葦
」
の
「
節
の
間
」
に
移
る
。
い
ず
れ
の
古
注
釈
も
、「
此

世
の
幾
ク
な
ら
ぬ
」（
経
厚
抄
）、「
い
さ
ゝ
か
ば
か
り
も
」（
幽
斎
抄
）、「
は
つ
か

ば
か
り
の
ま
も
」（
雑
談
）、「
し
ば
し
ば
か
り
の
」（
宇
比
麻
奈
備
）、
と
い
う
よ
う

に
、
葦
の
節
と
節
の
間
が
短
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、『
師
説
抄
』
は
、
節
の

間
が
「
い
よ
い
よ
み
じ
か
き
」
時
と
し
て
、
と
く
に
「
み
じ
か
き
芦
の
つ
の
ぐ
む
時

分
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、『
雑
談
』
は
、「
蘆
は
難
波
に
よ
む
」
も
の
で
あ
り
、

「
節
と
節
と
の
あ
い
だ
み
じ
か
き
も
の
」
で
あ
る
と
規
定
す
る
。『
宇
比
麻
奈
備
』
が
、

「
あ
し
の
節
の
間
の
有
が
中
に
短
き
を
設マ
ウ

け
出
た
り
。」
と
い
う
の
は
、
葦
の
節
の
間

が
特
に
短
い
も
の
を
指
す
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、［
Ｂ
］
の
葦
が
、

茎
の
途
中
で
屈
曲
し
て
い
る
の
は
、
葦
の
「
節
」
を
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

元
良
親
王

わ
ひ
ぬ
れ
は

　

い
ま
は
た

お
な
し

　

な
に
は
な
る

身
を

　

つ
く
し

　
　

て
も

　
　
　

あ
は
ん
と
そ

　

思
ふ

　

元
良
親
王

わ
ひ
ぬ
れ
は

い
ま
は
た
お
な
し

な
に
は
な
る

み
を　
　
　

あ
は

つ
く
し　
　
　

む
と
そ

て
も　
　
　
　

お
も
ふ

二
〇
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
元
良
親
王
）

　
　

安
末
川
（
風
）　

王
比
奴
連
八　

以
万
八
多
於
奈
之　

奈
仁
者
奈
留

　
　
（
身
）
遠
徒
久
之
天
毛　

安
八
无
止
曽
（
思
）
不

［
Ｂ
］（
元
良
親
王
）

　
　

和
飛
奴
礼
者　

以
末
波
多
於
那
之　

奈
仁
者
奈
留

　
　

三
越
川
久
之
天
裳　

安
波
武
止
曽
於
毛
不

［
Ｃ
］（
元
良
親
王
）

　
　

王
比
奴
連
八　
（
今
）
者
多　

於
奈
之
奈
尓
者
奈
留

　
　
（
身
）
遠
（
尽
）
之
天
毛　

阿
者
无
止
曽
於
毛
不

　
　
（
身
）
遠
徒
久
之
天
毛　

阿
者
无
止
曽
於
毛
不

［
Ｄ
］（
元
良
親
王
）

　
（
侘
）
奴
礼
八　

以
万
者
多
於
奈
之　
（
難
波
）
奈
留

　
　
（
身
）
遠
津
久
之
天
毛　

安
八
无
止
曽
（
思
）
不

【
古
注
釈
】

一
、「
事
い
で
き
て
」
の
解
釈
（
一
）
宇
多
天
皇
が
京
極
御
息
所
を
横
取
り

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

こ
と
出
来
て
と
は
、
京
極
の
御
息
所
を
寛
平
法
皇
の
よ
こ
ど
ら
せ
給
へ
る
こ
と

を
云
。〈
比
事
古
来
風
躰
抄
に
あ
り
〉
此
事
故
、
元
良
親
王
の
御
息
所
へ
の
密
通
不
叶

也
。
其
後
思
侘
て
此
歌
を
御
息
所
へ
つ
か
は
せ
る
也
。

二
、「
事
い
で
き
て
」
の
解
釈
（
二
）
作
者
と
京
極
御
息
所
の
密
通

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

う
た
の
心
、
わ
び
ぬ
れ
ば
と
云
は
密
事
顕
れ
て
は
い
か
ゞ
せ
ん
と
侘
た
れ
ば
、

　

元
良
親
王

わ
ひ
ぬ
れ
は　

身
を

今
は
た　
　
　

尽
し
て
も

　

お
な
し　
　

あ
は
ん　
　

な
に
は
な
る　
　
　

と
そ

　
　
　
　
　
　
　

お
も
ふ

身
を
つ
く

　
　
　

し
て
も

あ
は
ん

　
　
　

と
そ

　
　
　
　

お
も
ふ

　

元
良
親
王

侘
ぬ
れ
は

　
　
　

い
ま
は
た

　

お
な
し

　
　
　

難
波

　
　
　
　

な
る

　

身
を
つ
く
し

　
　
　
　
　
　

て
も

あ
は
ん
と
そ

　
　
　
　
　

思
ふ

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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猶
こ
と
出
来
ぬ
先
に
わ
が
心
か
は
ら
ず
し
て
い
か
に
し
て
か
今
も
君
に
相
ん
と

の
み
思
ふ
と
云
心
也
。

三
、「
事
い
で
き
て
」
の
解
釈
（
三
）
作
者
と
京
極
御
息
所
の
密
通
露
見

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

事
顕
れ
て
か
や
う
に
あ
は
れ
ぬ
や
う
に
な
り
て
な
げ
き
わ
び
て
ゐ
て
、
今
で
は

生
て
を
る
か
ひ
も
な
く
、
死
ン
だ
も
同
じ
や
う
に
う
き
事
な
れ
ば
、
此
う
へ
人

に
と
が
め
ら
れ
て
身
を
な
く
し
て
も
あ
は
ん
と
也
。

　

○
『
拾
穂
抄
』

　
　

 

歌
心
は
、
か
く
顕
れ
て
人
に
も
と
や
か
く
も
て
さ
は
が
る
れ
ば
、
我
も
随
分
忍

び
て
思
ひ
絶
ん
と
す
れ
ど
、
忍
び
わ
び
ぬ
れ
ば
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

侘
ぬ
れ
ば
と
は
、
と
か
く
い
ひ
さ
は
が
れ
て
わ
び
は
て
ぬ
れ
ば
と
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

あ
ら
は
れ
て
よ
り
せ
ん
す
べ
な
き
物
思
ひ
に
わ
び
た
る
時
思
ふ
に
、（
…
…
以

下
略
）。

四
、「
今
は
た
お
な
じ
」
の
解
釈
（
一
）「
身
を
尽
く
す
」
の
は
同
じ

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

一
首
の
心
、
侘
ぬ
れ
ば
と
は
、
今
密
通
も
不
叶
し
て
侘
る
心
也
。
今
は
た
同
じ

身
を
つ
く
し
て
な
り
共
、
一
度
前
の
ご
と
く
あ
ひ
度
と
云
心
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

か
や
う
に
恋
侘
て
思
ひ
死
に
し
て
死
ぬ
る
も
事
顕
れ
て
命
を
う
し
な
ふ
も
同
じ

死
る
命
な
れ
ば
、
身
を
な
き
も
の
に
し
て
も
逢
ば
や
と
思
、
と
よ
め
る
に
も
あ

る
べ
し
。

　

○
『
米
沢
抄
小
書
』

　
　

 

身
を
つ
く
し
い
か
や
う
に
し
て
も
逢
た
き
と
也
。
恋
に
は
や
事
き
は
ま
り
た
る

心
也
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

同
じ
と
は
下
の
句
の
身
を
尽
す
に
同
じ
と
な
り
。（
…
…
中
略
…
…
）。
只
澪
標

に
よ
せ
て
み
を
つ
く
し
て
も
と
い
は
む
た
め
に
難
波
な
る
と
は
お
か
れ
た
る
也
。

（
…
…
中
略
…
…
）、
今
一
た
び
も
あ
は
ん
と
思
ふ
と
打
ふ
て
ゝ
よ
み
た
ま
へ
る

也
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

あ
ら
は
れ
て
よ
り
せ
ん
す
べ
な
き
物
思
ひ
に
わ
び
た
る
時
思
ふ
に
、
既(

ス
デ

ニ)

か
く
成
行
て
は
、
こ
と
な
し
ぶ
と
も
、
今
果ハ
タ

し
て
同
じ
事
ぞ
、
よ
し
や
身

は
ほ
ろ
ぶ
と
も
尚
か
た
ら
は
ん
と
思
ひ
な
り
ぬ
る
と
な
り
。
窮キ

ウ

し
て
え
せ
ご
ゝ

ろ
の
出
来
た
る
也
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

か
く
、
し
ひ
て
も
思
ひ
た
え
て
侘
の
み
を
れ
ば
、
い
ま
は
た
事
有
し
物
思
ひ
の

く
る
し
さ
に
お
な
じ
。
か
く
、
同
じ
つ
ら
さ
な
ら
ん
に
は
、
な
ほ
身
を
捨
て
だ

に
逢
ん
と
思
ひ
成
ぬ
る
と
い
へ
る
也
。

五
、「
今
は
た
お
な
じ
」
の
解
釈
（
二
）「
立
つ
名
」
は
同
じ

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

さ
れ
ば
今
又
あ
は
ず
共
、
立
に
し
名
は
同
名
に
こ
そ
あ
れ
。
身
を
つ
く
し
と
は

難
波
の
え
む
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

 
歌
の
心
は
、
侘
ぬ
れ
ば
と
は
恋
わ
び
ぬ
る
上
に
又
か
ゝ
る
憂
名
の
立
ぬ
れ
ば
、

と
て
も
か
く
て
も
其
名
は
の
こ
る
ま
じ
、
身
を
つ
く
し
つ
く
す
と
も
今
一
た
び

逢
ば
や
と
い
ふ
心
也
。
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○
『
師
説
抄
』

　
　

 

又
今
は
あ
わ
ず
と
も
、
共
に
た
ち
に
し
名
は
お
な
じ
名
に
こ
そ
あ
れ
。
ま
へ
か

た
は
し
の
び
て
あ
は
ん
と
思
ふ
に
あ
ら
わ
る
れ
ば
、
い
ま
は
名
に
た
ち
て
も
あ

わ
ん
と
ぞ
思
ふ
と
也
。

　

○
『
拾
穂
抄
』

　
　

 

我
も
随
分
忍
び
て
思
ひ
絶
ん
と
す
れ
ど
、
忍
び
わ
び
ぬ
れ
ば
、
よ
し
や
今
あ
ふ

て
二
た
び
名
を
た
つ
と
て
も
又
お
な
じ
名
な
る
べ
け
れ
ば
、（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
雑
談
』

　
　

 

歌
の
心
は
、
今
あ
は
で
を
る
と
て
も
、
立
に
し
名
は
同
じ
事
な
れ
ば
、
身
を
つ

く
し
て
も
あ
は
ん
と
い
へ
り
。
う
ち
ふ
て
た
る
こ
ゝ
ろ
也
。

【
考
察
】

　
『
後
撰
和
歌
集
』
恋
五
、九
六
〇
番
に
「
事
い
で
き
て
の
ち
に
、
京
極
御
息
所
に
つ

か
は
し
け
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
は
、
邸
の
中
に
い
る
女
性
と
、
庭
先
に
い
る
男
性
が
、
目
を
見
合
わ
せ
て

い
る
と
い
う
図
柄
で
あ
る
、
女
性
の
方
は
座
っ
て
お
り
、
男
性
は
そ
ち
ら
の
方
を
振

り
返
っ
て
い
る
。
男
性
は
作
者
の
元
良
親
王（
陽
成
天
皇
第
一
皇
子
）、
女
性
は
、『
後

撰
集
』の
詞
書
に
拠
る
と
、
京
極
御
息
所（
宇
多
天
皇
女
御
、
藤
原
褒
子
）で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
同
じ
く『
後
撰
集
』の
詞
書
に
あ
る
、「
事
い
で
き
て
」の
解
釈
と
し
て
は
、

（
一
）
宇
多
天
皇
が
京
極
御
息
所
を
横
取
り
し
た
と
い
う
指
摘
（
経
厚
抄
）
も
わ
ず

か
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、（
二
）
作
者
（
元
良
親
王
）
と
京
極
御
息
所
の
密
通
そ
の

も
の
と
す
る
『
三
奥
抄
』
の
他
は
、（
三
）
作
者
と
京
極
御
息
所
の
密
通
露
見
と
解

す
る
古
注
釈
が
多
い
（
新
抄
・
拾
穂
抄
・
改
観
抄
・
宇
比
麻
奈
備
）。
な
お
、『
異
見
』

は
、「
改
観
」「
初
学
」
の
名
を
挙
げ
て
（
三
）
の
密
通
露
見
説
を
否
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
解
釈
の
う
ち
、（
二
）
の
密
通
そ
の
も
の
と
解
せ
ば
、［
Ａ
］
の
図
柄
は
、

後
朝
の
場
面
の
よ
う
に
も
受
け
取
れ
よ
う
。
作
者
が
、
こ
の
歌
を
京
極
御
息
所
に
詠

み
掛
け
て
い
る
と
い
っ
た
構
図
で
あ
る
。
仮
に
（
三
）
の
密
通
露
見
の
後
と
捉
え
る

と
、
両
者
が
直
接
ま
み
え
る
の
は
難
し
か
ろ
う
。

　

さ
て
、［
Ｂ
］［
Ｄ
］
に
は
、
水
の
流
れ
の
中
に
立
つ
杭
が
複
数
本
描
か
れ
る
。「
身

を
尽
く
し
」
と
の
掛
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
澪
標
」（
航
路
を
示
す
た
め
の

標
識
）
で
あ
ろ
う
。［
Ｂ
］
の
流
れ
は
直
線
的
だ
が
、［
Ｄ
］
の
水
脈
は
激
し
く
曲
が

り
く
ね
っ
て
い
る
。

　
「
澪
標
」（
身
を
尽
く
し
）
は
、「
今
は
た
お
な
じ
」
の
「
お
な
じ
」
と
は
な
に
を

指
す
か
と
い
っ
た
解
釈
に
も
関
わ
る
語
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
身
を
尽
く
す
」
の

は
同
じ
と
す
る
説
に
は
、『
経
厚
抄
』『
新
抄
』『
米
沢
抄
小
書
』『
改
観
抄
』『
宇
比

麻
奈
備
』『
異
見
』
が
あ
る
。
一
方
、「
立
つ
名
」
は
同
じ
と
す
る
も
の
に
は
、『
宗

祇
抄
』『
天
理
本
聞
書
』『
師
説
抄
』『
拾
穂
抄
』『
雑
談
』
が
あ
り
、
主
要
な
解
釈
は

二
通
り
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
の
［
Ａ
］［
Ｂ
］［
Ｄ
］
の
か
る
た
の
図
柄
と
は
全
く
異
な
る
発
想
で
描
か
れ

て
い
る
の
が
、［
Ｃ
］
で
あ
る
。［
Ｃ
］
に
は
、
蓑
と
笠
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ

る
「
宝
尽
く
し
」
の
図
案
に
も
な
っ
て
い
る
、
隠
れ
蓑
と
隠
れ
笠
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
蓑
や
笠
で
姿
を
隠
し
て
で
も
京
極
御
息
所
に
逢
い
に
行
き
た
い
と
い
う
作
者
の

心
情
を
、
象
徴
的
に
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
図
柄
の
根
底
に
は
、「
か

く
れ
み
の
か
く
れ
が
さ
を
も
え
て
し
が
な
き
た
り
と
人
に
し
ら
れ
ざ
る
べ
く
」（
拾

遺
集
・
巻
第
十
八
・
雑
賀
・
一
一
九
二
・
平
公
誠
・
し
の
び
た
る
人
の
も
と
に
つ
か

は
し
け
る
）
と
い
う
歌
の
発
想
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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素
性
法
師

い
ま
こ
ん
と

　
　

い
ひ
し

　

は
か
り
に

な
か
つ
き
の

あ
り
あ
け
の

　
　
　
　

月
を

ま
ち

　
　

出
つ
る

　
　
　
　

か
な

　

素
性
法
師

い
ま
こ
む
と

　
　

い
ひ
し
は

か
り
に

　

な
か
つ
き
の

あ
り
あ
け
の

　

月
を
ま
ち

い
て

　
　

つ
る
か
な

　

素
性
法
師

今
こ
ん
と　

あ
り
明
の

い
ひ
し　
　
　
　

月
を

　

は
か
り
に　
　

ま
ち　
　

　

長
月
の　
　

出
る
か
な

有
明
の

月
を

ま
ち

　

出
つ
る

　

か
な

　

素
性
法
師

今
こ
む
と

　
　
　

い
ひ
し

　
　
　
　

斗
に

な
か
月
の

　

有
明
の

　
　
　

月
を

ま
ち
出
つ
る

　
　
　
　
　

哉

二
一
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
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］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
素
性
法
師
）

　
　

以
万
己
无
止　

以
比
之
八
可
利
耳　

奈
可
川
幾
乃

　
　

阿
利
安
遣
能
（
月
）
遠　

末
知
（
出
）
川
留
可
那

［
Ｂ
］（
素
性
法
師
）

　
　

以
万
己
武
止　

以
比
之
者
可
利
仁　

奈
可
徒
支
能

　
　

安
利
安
介
乃
（
月
）
遠　

万
知
以
天
徒
留
可
那 

［
Ｃ
］（
素
性
法
師
）

　
　
（
今
）
己
无
止　

以
比
之
者
可
利
尓　
（
長
月
）
乃

　
　

阿
利
（
明
）
乃
（
月
）
遠　

末
知
（
出
）
留
可
奈

　
　
（
有
明
）
乃
（
月
）
越　

末
知
（
出
）
川
留
可
那

［
Ｄ
］（
素
性
法
師
）

　
　
（
今
）
古
武
止　

以
比
之
（
斗
）
尓　

奈
可
（
月
）
農

　
　
（
有
明
）
乃
（
月
）
遠
末
知
（
出
）
川
留
（
哉
）

【
古
注
釈
】

一
、「
有
明
の
月
」
に
つ
い
て
。

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

…
…
折
節
長
月
の
比
、
在
明
の
月
の
細
く
成
迄
、
夜
毎
に
待
明
し
つ
と
云
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

有
明
の
月
は
十
五
日
よ
り
後
を
も
い
へ
ど
、
か
や
う
に
待
心
を
そ
へ
よ
め
る
は

廿
日
よ
り
以
後
の
月
な
り
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

 

有
明
は
中
五
夜
よ
り
す
へ
と
い
へ
ど
も
、
二
十
日
よ
り
後
暁
方
に
出
て
あ
け
は

な
る
ゝ
ま
で
月
の
残
り
た
る
を
い
ふ
也
。

二
、
女
性
が
男
性
の
訪
れ
を
待
っ
た
期
間

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

…
…
折
節
長
月
の
比
、
在
明
の
月
の
細
く
成
迄
、
夜
毎
に
待
明
し
つ
と
云
也
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

在
明
の
月
を
待
い
づ
る
心
、
一
夜
の
儀
に
あ
ら
ず
。
た
の
め
て
月
々
を
送
り
行

に
、
時
し
も
長
月
の
空
に
成
行
心
を
、
よ
く
思
入
て
あ
ぢ
は
ふ
べ
き
歌
也
。

　

○
『
米
沢
本
小
書
』

　
　

 

定
家
顕
注
密
勘
と
云
本
に
、
月
の
は
じ
め
の
比
あ
ひ
た
る
人
い
ま
か
へ
り
こ
む

と
い
ひ
し
が
、
有
明
の
比
ま
で
こ
ぬ
よ
し
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

 

今
こ
ん
と
は
三
の
心
あ
り
。
た
と
え
ば
初
秋
の
三
ヶ
月
の
比
な
ど
軈
こ
ん
と
契

し
人
の
、
九
月
の
有
明
の
比
ま
で
こ
ぬ
を
、
夜
な
夜
な
待
い
で
つ
る
か
な
と

也
。
又
只
夕
月
夜
の
比
よ
り
有
明
ま
で
と
也
。
又
春
夏
比
よ
り
長
月
ま
で
と
也
。

い
づ
れ
も
無
相
違
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

お
も
ふ
人
の
わ
か
れ
し
時
、
又
や
が
て
こ
ん
と
さ
だ
め
た
り
し
を
、
け
ふ
か
け

ふ
か
と
ま
ち
く
ら
し
、
初
秋
よ
り
は
や
な
が
月
の
す
ゑ
ま
で
つ
ゐ
に
き
た
ら
ず

し
て
、
ま
ち

（
マ
ヽ
）ざ
る
あ
り
明
の
月
は
出
き
た
れ
り
と
か
こ
つ
心
也
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 
有
明
の
月
を
ま
ち
出
つ
る
哉
と
云
を
、
顕
昭
は
一
夜
の
事
と
い
へ
り
。
定
家
卿

の
心
は
各
別
也
。
月
の
い
く
夜
を
か
か
さ
ね
し
と
、
初
秋
の
時
分
よ
り
は
や
秋

も
く
れ
月
も
有
明
に
成
た
る
と
也
。
他
流
当
流
の
か
は
り
め
也
。（
中
略
）
定

家
卿
の
顕
昭
は
歌
を
浅
く
見
る
者
と
あ
り
云
々
。
つ
る
哉
と
云
に
、
月
日
を
へ

五
〇
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た
る
心
み
え
た
り
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

 
さ
て
歌
の
心
は
、
い
ま
こ
ん
と
い
ひ
し
ほ
ど
に
頼
め
て
月
日
を
送
り
、
ま
ち
ま

ち
て
あ
れ
ば
、
秋
さ
へ
長
月
の
空
も
更
て
あ
り
明
の
月
も
一
夜
二
夜
に
な
れ
ど

も
、
待
人
は
こ
で
唯
有
明
の
月
を
待
出
て
あ
る
哉
、
と
お
ど
ろ
き
て
よ
め
る
歌

也
。
六
条
家
に
は
一
夜
と
い
へ
る
也
。
顕
昭
な
ら
ば
今
夜
の
義
を
す
て
ず
見
ら

れ
た
り
。

　

○
『
後
陽
成
抄
』

　
　

 

今
こ
ん
こ
ん
と
い
ふ
ほ
ど
に
、
ま
こ
と
か
と
思
ひ
て
月
の
は
じ
め
か
ら
月
の
す

ゑ
ま
で
待
つ
ほ
ど
に
、
お
の
づ
か
ら
有
明
の
頃
に
な
る
ま
で
待
つ
ゆ
ゑ
、
有
明

の
月
を
ま
ち
を
り
た
る
ぞ
と
な
り
。
冷
泉
家
に
は
た
だ
長
月
の
有
明
ま
で
待
ち

た
る
也
。
月
末
ま
で
の
事
也
。
顕
昭
は
一
夜
と
意
得
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

此
う
た
を
、
ひ
と
夜
の
こ
と
に
は
あ
ら
ず
秋
の
は
じ
め
比
よ
り
長
月
迄
か
け
て

待
け
る
心
也
、
と
い
ふ
説
亦
わ
ろ
し
。
た
ゞ
今
夜
と
頼
め
た
る
一
夜
の
こ
と
に

し
て
感
慨
は
あ
く
ま
で
有
べ
し
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

古
今
の
部
立
を
見
る
に
、
此
歌
の
前
後
は
只
待
恋
の
歌
な
り
。
久
待
恋
・
久
待

不
レ
来
恋
な
ど
い
ふ
題
に
叶
ふ
べ
き
歌
は
、
恋
五
に
僧
正
遍
昭
の
、
わ
が
宿
は

道
も
な
き
ま
で
あ
れ
に
け
り
と
い
ふ
歌
、
次
に
今
こ
ん
と
い
ひ
て
別
し
朝
よ
り

と
い
ふ
歌
よ
り
十
余
首
あ
り
。
そ
こ
に
い
ら
ぬ
に
て
一
夜
の
事
な
る
こ
と
知
べ

し
。

　

○
『
要
解
』

　
　

 

此
歌
を
、
一
夜
の
事
に
あ
ら
ず
た
の
め
て
月
日
送
り
ゆ
く
事
と
み
る
は
、
わ
ろ

し
。
古
今
集
の
歌
の
つ
い
で
に
て
し
ら
る
。

《
参
考
》『
顕
注
密
勘
』

　
　

 

今
こ
む
と
い
ひ
し
人
を
月
比
待
程
に
、
秋
も
暮
、
月
さ
へ
有
明
に
成
ぬ
る
と
ぞ

よ
み
侍
け
む
。
こ
よ
ひ
ば
か
り
は
、
猶
心
づ
く
し
な
ら
ず
や
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
十
四
、
恋
歌
四
、六
九
一
番
に
「
題
し
ら
ず
」
と
い
う
詞
書

で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
で
は
、
邸
内
を
俯
瞰
し
た
構
図
の
中
央
に
、
僧
綱
襟
を
立
て
た
法
服
を
着

た
人
物
が
描
か
れ
、
視
線
は
画
面
左
上
の
丸
い
月
に
注
が
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
は
、

女
性
の
立
場
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
図
柄
に
は
、
作
者
の
素
性
法
師
が
描
か
れ
て
い

る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

邸
と
丸
い
月
を
描
く
の
は
［
Ｃ
］
で
、
画
面
右
上
に
は
月
、
左
下
に
寄
せ
て
邸
の

屋
根
が
あ
る
。
ま
た
［
Ｄ
］
は
、
画
面
右
上
に
丸
い
月
の
み
を
描
い
て
い
る
。

　

以
上
の
か
る
た
は
、
い
ず
れ
も
丸
い
月
を
描
く
。「
有
明
の
月
」
を
表
す
の
で
あ

ろ
う
が
、「
有
明
の
月
」
は
、
夜
明
け
近
く
に
な
っ
て
も
空
に
残
っ
て
い
る
、
陰
暦

十
六
日
以
後
の
月
で
あ
り
、
実
際
に
は
丸
い
月
（
満
月
）
で
は
な
い
。
古
注
釈
に
も
、

「
在
明
の
月
の
細
く
成
迄
」（
経
厚
抄
）と
い
っ
た
記
述
や
、
二
十
日
よ
り
後
の
月（
三

奥
抄
・
師
説
抄
）
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
が
、
図
柄
と
し
て
の
「
有
明
の
月
」
は
、

丸
く
描
か
れ
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、［
Ａ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
の
か
る
た
が
月
を
描
く
一
方
で
、［
Ｂ
］
は
月
を
描
か

な
い
。
画
面
右
端
に
あ
る
赤
い
丸
印
は
、
月
で
は
な
く
、［
Ｂ
］
の
か
る
た
に
一
貫

し
て
付
さ
れ
て
い
る
僧
の
札
を
示
す
印
と
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
描
か
れ
て
い
る
の

は
、
画
面
左
の
雪ぼ
ん
ぼ
り洞
と
、
そ
の
右
側
の
盆
に
載
せ
た
皿
と
猪
口
の
よ
う
な
も
の
で
あ
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る
。
男
性
の
訪
れ
を
待
つ
女
性
側
の
用
意
で
あ
ろ
う
か
。
具
体
的
な
物
を
描
く
こ
と

で
、
そ
の
状
況
を
象
徴
的
に
表
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
女
性
が
男
性
の
訪
れ
を
待
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、『
顕
注
密
勘
』
で
定

家
が
「
月
比
」
説
を
示
し
て
か
ら
、『
宗
祇
抄
』『
師
説
抄
』
な
ど
が
継
承
す
る
。『
色

紙
和
歌
』『
幽
斎
抄
』
は
と
く
に
、
秋
の
三
ヶ
月
と
明
記
す
る
。
ま
た
、『
経
厚
抄
』

『
米
沢
本
小
書
』『
後
陽
成
抄
』は
、
長
月
の
一
ヶ
月
と
解
す
る
。『
天
理
本
聞
書
』は
、

秋
の
三
ヶ
月
、
春
夏
か
ら
長
月
に
か
け
て
、
あ
る
い
は
、
長
月
の
一
ヶ
月
と
い
っ
た

説
を
並
記
し
、「
い
づ
れ
も
無
相
違
」
と
述
べ
る
。
一
方
、「
一
夜
」
説
は
、
顕
昭
の

説
と
し
て
古
注
釈
の
随
所
に
言
及
が
あ
る
が
、
こ
の
説
を
採
る
の
は
、『
三
奥
抄
』

『
改
観
抄
』『
要
解
』
で
あ
る
。
中
で
も
『
改
観
抄
』『
要
解
』
は
、
そ
の
根
拠
と
し

て
『
古
今
集
』
の
配
列
に
着
目
し
て
い
る
点
が
実
証
的
で
あ
る
。

　

文
屋
康
秀

し
ほ
る

　
　

れ
は

　

ふ
く
か
ら
に

　
　
　
　
　

秋
の

　

く
さ
き
の

　
　
　

む
へ

　
　
　
　

山
風
を

あ
ら
し
と

　

い
ふ
ら
ん

　

文
屋
康
秀

吹
か
ら
に　

秋
の

く
さ
き
の

し
ほ
る
れ
は

む
へ
山

　
　
　

風
を

　

あ
ら
し
と

　
　

い
ふ
ら
む

二
二
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

五
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
文
屋
康
秀
）

　
　

不
久
可
良
仁　
（
秋
）
乃
久
左
幾
乃　

之
本
累
連
八

　
　

武
部
（
山
風
）
遠　

安
良
之
止
以
不
良
无

［
Ｂ
］（
文
屋
康
秀
）

　
　
（
吹
）
可
良
仁　
（
秋
）
乃
久
左
支
能　

志
保
留
礼
者

　
　

武
部
（
山
風
）
乎　

安
良
之
止
以
不
良
武

［
Ｃ
］（
文
屋
康
秀
）

　
　

不
久
可
良
仁　

阿
支
乃(

草
木)

能　

志
本
留
礼
者

　
　

武
遍
（
山
） 

可
世
越 

阿
良
之
止
以
不
良
无 

　
　

武
遍
（
山
）
可
世
越　

阿
良
之
止
以
不
良
无

［
Ｄ
］（
文
屋
康
秀
）

　
　
（
吹
）
可
良
尓　
（
秋
）
乃
（
草
木
）
乃　

志
保
留
連
八

　
　

武
部
（
山
風
）
越
阿
良
之
止
以
不
良
无

【
古
注
釈
】

一
、「
し
ほ
る
」
の
意
味

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

草
木
の
し
ほ
る
と
は
、
野
分
の
風
に
は
皆
草
木
の
し
ほ
れ
行
也
。

　

◯
『
雑
談
』

　
　

秋
の
風
は
ち
か
ら
あ
り
て
吹
か
ら
に
草
木
も
い
た
む
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

草
木
の
し
ほ
る
ゝ
と
は
、
木
葉
は
お
ち
ゝ
り
草
は
色
か
は
り
お
れ
ふ
す
さ
ま
を

云
。

　

文
屋
康
秀

　

ふ
く
か
ら
に　

む
へ
山

　
　

あ
き
の　
　

風
を

　
　
　

草
木
の　

あ
ら
し
と

　

し
ほ
る
れ
は　
　
　

い
ふ
ら
ん

　

む
へ
山

　
　

か
せ
を

あ
ら
し
と

　

い
ふ
ら
ん

　
　

文
屋
康
秀

吹
か
ら
に

　
　
　

秋
の
草

　
　
　
　
　
　

木
の

　

し
ほ
る
れ
は

　

あ
ら
し
と

　
　
　
　

い
ふ
ら
ん

む
へ
山
風
を

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

五
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○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

 

草
木
の
し
ほ
る
ゝ
と
は
、
木
葉
は
落
ち
り
草
は
色
か
は
り
か
れ
ふ
す
さ
ま
を
い

ふ
と
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

秋
の
末
に
あ
ら
し
の
吹
た
て
ば
、
か
な
ら
ず
草
木
の
し
ぼ
み
そ
こ
な
は
る
ゝ
か

ら
に
、
山
風
の
名
を
荒ア

ラ

し
と
い
へ
る
ぞ
、
げ
に
う
べ
な
る
事
に
ざ
り
け
る
と

也
。

二
、「
山
風
」
の
捉
え
方

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

山
か
ぜ
が
ふ
く
と
そ
の
ま
ゝ
秋
の
草
木
が
し
ほ
る
ゝ
を
み
れ
ば
、
成
ほ
ど
が
て

ん
が
行イ

た
。
さ
よ
う
に
木
草
を
あ
ら
す
も
の
ゆ
ゑ
世
上
で
あ
ら
し
と
い
ふ
な
ら

ん
と
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

山
よ
り
吹
風
つ
ね
よ
り
は
げ
し
く
て
草
木
か
れ
ぬ
れ
ば
、
あ
ら
き
風
と
は
道
り

よ
、
と
い
ふ
心
也
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

 

草
木
は
其
時
節
に
て
し
ほ
る
れ
ど
も
、
そ
の
し
ほ
る
ゝ
折
ふ
し
山
風
が
荒
く
て

ふ
き
し
ほ
ら
す
る
と
云
は
尤
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

あ
ら
き
物
の
過
る
跡
は
も
の
ゝ
や
ぶ
れ
そ
こ
な
は
る
ゝ
な
ら
ひ
な
る
に
、
今
山

風
の
ふ
き
た
る
野
を
み
れ
ば
、
草
木
こ
と
ご
と
く
し
ほ
る
れ
ば
あ
ら
し
と
は
む

べ
も
い
ひ
た
り
、
と
い
ふ
心
な
り
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

今
山
風
の
吹
た
る
野
を
見
れ
ば
、
草
木
こ
と
ご
と
く
し
を
る
れ
は
、
あ
ら
し
と

は
げ
に
も
い
は
れ
た
り
と
い
ふ
心
な
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

改
観
に
、
草
木
の
し
を
る
ゝ
と
は
、
木
葉
は
落
ち
り
、
草
は
色
か
は
り
、
を
れ

ふ
す
さ
ま
を
い
ふ
云
々
。
あ
ら
き
も
の
ゝ
過
る
跡
は
物
の
破
れ
そ
こ
な
は
る
ゝ

な
ら
ひ
な
る
に
、
今
山
風
の
吹
た
る
野
を
見
れ
ば
、
草
木
こ
と
ご
と
く
し
を
る

れ
ば
あ
ら
し
と
は
げ
に
も
い
は
れ
た
り
と
云
意
也
、
と
い
へ
る
は
非
也
。こ
は
、

其
跡
の
そ
こ
な
は
れ
た
る
を
見
て
、
あ
ら
き
も
の
と
嘆
じ
た
る
に
あ
ら
ず
。
今

吹
あ
ら
す
け
し
き
を
さ
せ
り
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
、
秋
歌
下
、
二
四
九
番
に
「
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の

歌
合
の
う
た
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
で
は
、
画
面
右
側
に
左
袖
を
翻
す
男
性
の
立
ち
姿
が
描
か
れ
る
。
作
者
の

文
屋
康
秀
で
あ
ろ
う
。
山
を
背
景
と
し
て
、
そ
の
手
前
、
画
面
右
方
に
は
木
々
が
、

ま
た
左
方
に
は
細
長
い
葉
の
草
叢
が
あ
る
。
男
性
の
袖
は
、
画
面
右
方
か
ら
吹
い
て

く
る
強
い
風
に
吹
き
返
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
木
々
の
枝
振
り
も
、
画
面
右

か
ら
左
へ
若
干
曲
が
っ
て
い
る
の
は
、
強
風
に
撓
る
さ
ま
を
表
し
た
も
の
か
。

　

ま
た
［
Ｂ
］
は
、
画
面
左
上
か
ら
斜
め
下
方
に
線
を
描
き
、
そ
の
上
に
緑
や
茶
の

点
が
複
数
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
、
強
風
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
散
る
木
の
葉
を
表
す
も

の
で
あ
ろ
う
。

　
［
Ｃ
］
の
図
柄
の
中
で
は
と
く
に
、
紫
色
や
白
み
が
か
っ
た
小
さ
な
花
と
、
丸
み

を
も
っ
た
葉
の
萩
が
目
立
つ
。
い
わ
ゆ
る
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
ま
た
、
細

長
い
葉
は
薄
で
あ
ろ
う
か
。
秋
の
野
の
情
景
を
象
徴
的
に
表
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
画
面
左
下
か
ら
右
上
方
へ
向
か
っ
て
、
草
が
画
面
い
っ
ぱ
い
に
生
え
て
い
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る
構
図
は
、
い
か
に
も
強
風
に
煽
ら
れ
て
曲
が
っ
た
よ
う
に
見
え
る
。

　
［
Ｄ
］
で
は
、
薄
の
よ
う
な
細
長
い
草
を
、
青
み
が
か
っ
た
葉
と
茶
色
の
葉
を
交

ぜ
て
描
く
。
次
第
に
枯
れ
て
い
く
野
の
情
景
を
表
現
し
た
と
見
ら
れ
る
。
細
長
い
草

が
靡
い
た
状
態
な
の
は
、
画
面
左
方
か
ら
右
方
へ
強
い
風
が
吹
い
た
こ
と
に
よ
る
も

の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　
「
し
ほ
る
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、『
経
厚
抄
』
を
は
じ
め
と
し
て
、「（
草
木
の
）

し
ほ
れ
行
」
と
い
う
よ
う
に
、「
し
ほ
る
」
と
い
う
語
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
説
明
し

て
い
る
古
注
釈
も
あ
る
が
、「
草
木
も
い
た
む
」（
雑
談
）、「
草
木
の
し
ぼ
み
そ
こ
な

は
る
ゝ
」（
宇
比
麻
奈
備
）、
さ
ら
に
は
、「
木
葉
は
お
ち
ゝ
り
草
は
色
か
は
り
お
れ

（
か
れ
）
ふ
す
さ
ま
」（
三
奥
抄
・
龍
吟
明
訣
抄
）
と
い
う
よ
う
に
、
よ
り
具
体
的
な

情
景
を
提
示
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、［
Ｂ
］
の
散
る
落
葉
、
あ
る
い
は
［
Ｂ
］

［
Ｄ
］
の
緑
（
青
）
や
茶
色
の
葉
を
交
じ
え
た
描
き
方
に
符
合
し
よ
う
。

　

ま
た
、「
山
風
」
に
つ
い
て
、
草
木
を
荒
ら
す
も
の
（
新
抄
）、
ま
た
、
山
風
が
い

つ
も
よ
り
激
し
く
吹
い
て
草
木
を
枯
ら
す
（
色
紙
和
歌
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
吹
く

山
風
と
枯
れ
る
草
木
を
因
果
と
し
て
説
明
す
る
が
、『
師
説
抄
』
は
さ
ら
に
、
草
木

が
し
お
れ
る
時
節
と
山
風
が
荒
く
吹
く
時
節
が
一
致
す
る
と
い
う
点
に
言
及
し
て
い

る
。

　

な
お
、
山
風
が
吹
き
荒
れ
た
野
を
見
る
と
草
木
が
す
べ
て
し
お
れ
て
い
た
（
三
奥

抄
・
改
観
抄
）と
解
し
て
、
嵐
の
後
の
情
景
と
見
る
古
注
釈
も
あ
る
が
、『
異
見
』
は
、

「
今
吹
あ
ら
す
け
し
き
を
さ
せ
り
」と
、
嵐
の
情
景
を
眼
前
の
も
の
と
す
る
。こ
れ
は
、

と
く
に
［
Ａ
］［
Ｂ
］
の
か
る
た
の
図
柄
に
表
現
さ
れ
た
、
激
し
い
「
山
風
」
が
今

ま
さ
に
吹
い
て
い
る
情
景
に
通
じ
る
解
釈
で
あ
ろ
う
。

　

大
江
千
里　

月
み
れ
は

　

ち
ゝ
に

　
　

も
の
こ
そ

か
な
し

　

け
れ

わ
か
み

　

ひ
と
つ
の

あ
き
に
は

　

あ
ら
ね
と

　
　

大
江
千
里

　

月
み
れ
は

　
　
　

千
々
に

　

も
の
こ
そ

　

 

か
な
し
け
れ

わ
か
身　
　
　

と

　
　

ひ
と
つ
の

　

 

あ
き
に
は

　
　
　

あ
ら
ね

二
三
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
大
江
千
里
）　

　
　
（
月
）
三
礼
八
知
（
ゝ
）
尓
毛
乃
己
曽
可
奈
之
計
連　

　
　

王
可
三
比
止
川
乃
安
幾
仁
八
阿
良
年
止 　

［
Ｂ
］（
大
江
千
里
）　

　
　
（
月
）
三
礼
八
（
千
々
）
仁
毛
乃
己
曽
可
那
之
介
礼 　

　
　

王
可
（
身
）
比
止
川
乃
安
幾
尓
波
安
良
年
東 

無

［
Ｃ
］（
大
江
千
里
）

　
　
（
月
）
三
礼
八
知
（
ゝ
）
仁
毛
乃
己
曽
加
奈
之
介
礼

　
　

王
可
（
身
）
飛
止
川
乃
（
秋
）
尓
八
阿
良
祢
止　

　
　

王
可
（
身
）
飛
止
川
乃
（
秋
）
尓
波
阿
良
祢
止

［
Ｄ
］（
大
江
千
里
）

　
　
（
月
見
）
礼
八
（
千
々
）
尓
毛
乃
己
曽
可
那
之
介
礼　

　
　

王
可
三
比
止
川
乃
（
秋
）
耳
八
安
良
祢
止 

【
古
注
釈
】

一
、
心
に
憂
い
が
あ
る
か
ら
物
悲
し
く
な
る

　

○
『
古
注
』　

　
　

 

我
身
に
愁
の
有
に
よ
り
て
、
月
を
み
る
に
も
い
た
く
物
の
か
な
し
き
を
、
歎
て

よ
め
る
、
秋
の
き
た
る
事
は
、
天
下
に
き
た
る
秋
に
て
、
万
人
の
う
へ
に
も
秋

は
か
な
し
か
る
べ
き
に
、
愁
の
あ
る
我
身
は
別
し
て
月
を
み
る
に
も
物
の
か
な

し
き
、
と
詠
じ
た
る
歌
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

身
に
物
お
も
ひ
の
あ
る
と
き
は
、
春
の
は
な
ざ
か
り
と
い
ふ
も
か
な
し
き
の
み

　

大
江
千
里

月
み
れ
は　

わ
か
身

 

ち
ゝ
に　
　

  

ひ
と
つ
の

も
の
こ
そ　
　

秋
に
は　
　

か
な
し
け
れ　

あ
ら
ね
と

わ
か
身
ひ
と
つ
の

　
　

秋
に
は

　
　

 

あ
ら

　
　

 　

ね
と

　
　
　

大
江
千
里

月
見
れ
は

　
　

千
々
に
も
の

　
　
　
　
　
　
　

こ
そ

　
　
　
　

か
な
し

　
　
　
　
　
　

け
れ

わ
か
み

　
　
　

ひ
と
つ
の

　

秋
に
は

　
　
　

あ
ら
ね
と

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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な
る
に
、
い
は
ん
や
さ
び
し
き
秋
の
月
を
詠
め
千
々
万
々
に
物
か
な
し
く
て
、

（
…
…
以
下
略
）。

二
、
月
が
人
の
心
に
物
悲
し
さ
を
起
こ
さ
せ
る

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

千
々
に
物
こ
そ
と
は
、
心
に
思
事
の
月
に
催
さ
れ
行
儘
に
、
次
第
に
心
の
か
な

し
く
成
也
。（
…
…
中
略
…
…
）。
世
上
の
秋
と
思
な
せ
ど
も
身
に
限
る
や
う
に

悲
も
の
極
り
ぬ
と
云
歌
な
り
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

猶
月
は
陰
の
気
な
れ
ば
、
な
が
む
る
に
も
心
す
み
哀
す
ゝ
む
る
物
也
。
さ
れ
ば

千
々
に
物
こ
そ
悲
し
け
れ
と
い
へ
り
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

月
は
陰
の
気
な
る
故
に
、
う
ち
な
が
む
る
に
心
も
す
み
あ
は
れ
も
す
ゝ
む
も
の

也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

月
は
天
然
陰
気
の
物
に
て
、
人
の
心
を
す
ま
し
て
悲
歎
の
心
を
告
る
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

月
は
都
て
夜
陰
の
物
な
れ
ば
、
う
ち
み
る
よ
り
か
な
し
き
物
な
る
に
、
時
亦
秋

に
し
て
な
が
む
れ
ば
か
な
し
き
こ
と
の
い
よ
い
よ
数
し
ら
ぬ
ま
で
に
覚
ゆ
る
な

り
。

三
、
漢
詩
の
翻
案
と
す
る
説

　

○
『
後
陽
成
抄
』

　
　

 

朗
詠
に
大
底
四
時
心
惣
苦
、
就
中
腸
断
是
秋
天
と
い
へ
り
。
或
又
、
燕
子
楼
中

霜
月
夜
、
秋
来
唯
為
一
人
長
と
い
へ
る
心
も
あ
り
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

千
里
は
儒
家
に
て
、
文
集
ノ
中
ノ
秀
句
を
題
と
し
て
よ
ま
れ
た
る
歌
お
ほ
し
。

然
れ
ば
此
歌
も
、
燕
子
楼
ノ
中
霜
月
ノ
夜
秋
来
唯
為　

二
ニ
一
人　

一
ノ
長
シ

と
作
れ
る
詩
を
翻
案
し
て
よ
ま
れ
た
る
に
や
。
月
を
な
が
む
れ
ば
陰
気
に
ひ
か

れ
て
か
ず
か
ず
に
物
こ
そ
悲
し
け
れ
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

或
説
に
、
白
居
易
が
秋
興
詩
に
秋
来
只
一
人
為（
マ

レ
長マ
）
て
ふ
を
引
り
。
大
江
氏
は

儒
家
に
て
、
こ
と
に
其
こ
ろ
白
氏
が
文
を
め
づ
れ
ば
、
さ
も
有
な
ん
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

改
観
に
、
千
里
は
儒
家
に
て
、
文
集
中
の
秀
句
を
題
と
し
て
よ
ま
れ
た
る
歌
多

し
。
し
か
れ
ば
、
此
歌
も
、
燕
子
楼
中
霜
月
ノ
夜
、
秋
来
只
為
二
ニ
一
人
一
ノ

長
シ
、
と
い
ふ
を
、
翻
案
し
て
よ
ま
れ
た
る
に
や
、
と
い
へ
り
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
四
、
秋
歌
上
、
一
九
三
番
に
「
こ
れ
さ
だ
の
み
こ
の
家
の

歌
合
に
よ
め
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］の
札
に
は
、
右
下
方
に
花
が
三
輪
ほ
ど
見
え
る
。
桔
梗
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

画
面
左
側
に
邸
が
描
か
れ
、
烏
帽
子
を
被
っ
た
男
性
が
軒
近
く
に
座
り
、
外
を
眺
め

て
い
る
。
作
者
の
大
江
千
里
と
見
ら
れ
る
。
右
上
方
の
画
面
に
は
、
山
の
稜
線
よ
り

高
い
雲
か
ら
月
が
出
て
い
る
。
作
者
が
邸
内
か
ら
月
を
眺
め
て
い
る
構
図
で
あ
る
。

　
［
Ｂ
］
に
は
、
大
中
小
の
広
葉
が
一
枚
ず
つ
、
計
三
枚
描
か
れ
る
。
葛
の
葉
と
見

ら
れ
よ
う
。
緑
色
の
葉
だ
が
、
部
分
的
に
茶
色
で
あ
る
の
は
、
葉
が
枯
れ
か
か
る
秋

と
い
う
季
節
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
大
き
な
葉
の
先
に
は
、
虫
喰
い
の
よ

う
な
小
さ
な
穴
も
あ
る
。
月
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
［
Ｂ
］
の
か
る
た
の

み
で
あ
る
。

五
七
（
98
）



同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

　
［
Ｃ
］
の
か
る
た
は
、
札
の
左
上
方
に
、
薄
い
雲
の
上
に
出
た
月
が
、
ま
た
左
下

方
に
は
薄
を
描
く
。
緑
色
の
ほ
か
、
茶
色
で
彩
る
こ
と
で
、
枯
れ
か
け
た
秋
の
野
の

情
景
を
表
し
て
い
よ
う
。

　

そ
し
て
［
Ｄ
］
は
、
左
上
方
に
薄
い
雲
か
ら
出
た
月
の
み
を
描
く
。
こ
れ
は
、『
百

人
一
首
』
二
一
番
、
素
性
法
師
の
札
に
酷
似
す
る
図
柄
で
あ
る
が
、
当
該
歌
の
月
の

ほ
う
が
、
や
や
雲
に
隠
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
四
種
の
か
る
た
の
う
ち
、［
Ａ
］［
Ｃ
］［
Ｄ
］
に
は
、
共
通
し
て
「
月
」

が
描
か
れ
る
。
な
か
で
も
［
Ｄ
］
は
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
月
の
み
を
描
い
て
い

る
点
が
目
に
付
く
。
古
注
釈
に
お
い
て
は
、
物
悲
し
く
な
る
の
は
、
そ
も
そ
も
人
の

心
に
憂
い
が
あ
る
か
ら
な
の
だ
と
い
う
説
（
古
注
・
色
紙
和
歌
）
の
一
方
で
、
人
の

心
に
物
悲
し
さ
を
起
こ
さ
せ
る
の
が
「
月
」
で
あ
る
と
い
う
説
（
経
厚
抄
・
宗
祇
抄
・

幽
斎
抄
・
天
理
本
聞
書
・
三
奥
抄
）
が
あ
る
が
、［
Ｄ
］
は
、「
月
」
に
着
眼
し
た
後

者
の
指
摘
に
添
う
景
物
を
選
択
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
な
お
、
後
者
の
古
注

釈
の
う
ち
、『
経
厚
抄
』
を
除
く
も
の
に
は
、
月
に
「
陰
」
の
気
が
あ
る
と
も
指
摘

し
て
い
る
。

　

ま
た
、［
Ａ
］［
Ｂ
］［
Ｃ
］
に
は
、
秋
の
七
草
の
ひ
と
つ
で
あ
る
桔
梗
・
葛
・
薄

が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
、
秋
と
い
う
季
節
を
象
徴
的
に
示
す
。
と
く
に［
Ｂ
］が
、「
月
」

に
着
眼
せ
ず
、
葛
の
葉
の
み
を
描
く
点
に
留
意
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
当
該
歌
を

「
秋
興
詩
」
の
翻
案
と
す
る
捉
え
方
（
後
陽
成
抄
・
改
観
抄
・
宇
比
麻
奈
備
・
異
見
）

と
も
軌
を
一
に
す
る
視
点
で
あ
ろ
う
。

　
　

  

菅
家

こ
の
た
ひ
は

　

 

ぬ
さ
も

と
り
あ
へ
す

　

た
む
け
山

も
み
ち
の

　

 

に
し
き

か
み
の

　

ま
に
〳
〵 

　

菅
家

こ
の
た
ひ
は

　

ぬ
さ
も
と
り

あ
へ
す
手

　
　
　

向
山

も
み
ち
の

　

に
し

　
　
　

き

か
み
の
ま
に
〳
〵

二
四
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
菅
家
）

　
　

 

古
乃
多
比
八　

奴
左
毛
止
利
安
阝
春　

太
武
計
（
山
）

　
　

毛
美
知
能
尓
之
幾　

可
三
乃
末
仁
〳
〵

［
Ｂ
］（
菅
家
）

　
　

 

古
乃
多
比
八
奴
左
毛
止
里
安
阝
須
（
手
向
山
）

　
　

毛
三
知
能
尓
之
幾
可
三
能
末
仁
〳
〵

［
Ｃ
］（
菅
家
）

　
　

 （
此
）
堂
比
八
奴
左
毛
止
利
阿
阝
須
（
手
向
山
）

　
　

毛
美
知
乃
尓
之
起
（
神
）
能
末
尓
〳
〵

　
　
（
紅
葉
）
乃
尓
之
幾
（
神
）
能
末
尓
〳
〵

［
Ｄ
］（
菅
家
）

　
　

 （
此
度
）
盤
奴
左
毛
止
利
安
阝
須
（
手
向
山
）

　
　
（
紅
葉
）
乃
丹
之
支
（
神
）
乃
末
尓
〳
〵 　

【
古
注
釈
】

一
、「
幣
」
の
説
明

　

○
『
後
陽
成
抄
』

　
　

 

ぬ
さ
と
は
、
或
秘
抄
に
金
銭
散
米
又
い
ろ
い
ろ
の
き
ぬ
布
の
類
の
き
れ
ぎ
れ
な

ど
を
、
神
に
手
向
く
る
を
い
ふ
な
り
。

二
、「
幣
も
取
り
あ
へ
ず
」
の
解
釈
（
一
）
私
的
な
幣
は
用
意
し
て
こ
な
か
っ
た

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
ず
と
は
幸
紅
葉
の
時
分
な
れ
ば
、
其
麻
を
袂
に
任
て
ち
ら
さ

ん
程
に
と
云
心
な
り
。
裏
の
義
に
は
、
寛
平
法
皇
の
供
奉
の
時
な
れ
ば
、
私
の

菅
家

此
た
ひ
は　

も
み
ち
の

 

ぬ
さ
も　
　
　

に
し
き

　

と
り
あ
へ
す　

神
の　
　

手
向
山　
　

ま
に
〳
〵

紅
葉
の

に
し
き

神
の

　

ま
に
〳
〵

　
　

菅
家

此
度
は

　
　

ぬ
さ
も

　
　
　

と
り

　
　
　
　

あ
へ
す

　
　

手
向
山

　

紅
葉
の

　
　
　

に
し
き

　
　

神
の

　
　
　

ま
に
〳
〵

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］

五
九
（
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

切
麻
な
ど
は
取
も
不
調
と
あ
る
が
返
り
て
礼
を
顕
さ
る
ゝ
処
な
り
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

 
心
は
、
旅
に
立
物
は
道
祖
神
を
祭
て
ゆ
け
ど
も
、
此
度
は
ぬ
さ
と
ゝ
の
ふ
る
に

お
よ
ば
ず
。
君
の
御
供
な
れ
ば
、
是
を
と
が
め
あ
る
べ
か
ら
ず
。
手
向
山
の
紅

葉
の
に
し
き
を
御
神
の
心
の
ま
ゝ
に
請
給
ふ
と
云
心
な
り
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

供
奉
の
時
な
れ
ば
私
を
か
へ
り
見
ぬ
義
に
て
、
神
に
幣
帛
を
も
さ
ゝ
げ
ぬ
と

也
。
さ
れ
ど
も
紅
葉
の
綿
を
そ
の
ま
ゝ
手
向
る
と
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

幣
も
と
り
あ
へ
ず
と
は
、
都
を
出
し
時
幣
を
も
と
り
あ
へ
ず
出
し
、
こ
れ
は
君

の
御
供
を
専
と
思
ひ
て
私
の
旅
行
に
心
な
か
り
し
故
也
。
し
か
る
を
幸
に
し
て

手
向
の
山
に
至
れ
る
に
、
亦
幸
に
し
て
山
の
錦
さ
か
り
な
れ
ば
、
こ
ゝ
に
て
是

を
幣
と
す
べ
し
。
一
山
の
錦
い
か
ほ
ど
幣
に
切
用
る
と
も
余
り
有
べ
け
れ
ば
、

（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

幣
も
取
あ
へ
ず
と
は
、
こ
ゝ
に
て
句
を
切
と
手
向
山
と
つ
ゞ
く
る
と
の
両
義
あ

る
べ
し
。
句
を
切
心
な
ら
ば
、
幣
は
誠
の
ぬ
さ
に
て
、
都
を
出
し
時
幣
を
も
取

あ
へ
ず
出
し
。
そ
れ
は
君
の
御
供
を
詮セ
ム

と
思
ひ
て
私
の
旅
行
に
心
な
か
り
し
故

な
り
。
し
か
る
を
手
向
山
に
至
れ
る
に
さ
い
は
ひ
に
し
て
山
の
錦
さ
か
り
な
れ

ば
、
是
を
幣
と
す
べ
し
。（
…
…
中
略
…
…
）。
又
手
向
山
と
つ
ゞ
く
る
心
な
ら

ば
、
取
あ
へ
ず
紅
葉
を
幣
に
手
向
た
て
ま
つ
る
と
、
ぬ
さ
と
い
ふ
に
や
が
て
紅

葉
の
心
あ
り
て
、
手
向
山
の
名
に
い
ひ
か
く
る
な
り
。其
外
は
か
は
る
事
な
し
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

此
度
は
院
の
扈オ
ホ
ン
ト
モ従
な
れ
ば
、
私
の
ぬ
さ
は
え
と
る
に
堪タ
ヘ

ず
、
此
山
の
紅
葉
の
に

し
き
は
よ
き
ぬ
さ
し
ろ
な
れ
ば
、（
…
…
以
下
略
）。

三
、「
幣
も
取
り
あ
へ
ず
」
の
解
釈
（
二
）
急
な
御
幸
で
幣
を
用
意
で
き
な
か
っ
た

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

此
度
は
院
の
御
幸
の
供
奉
に
て
あ
は
た
ゞ
し
く
て
、
幣
を
も
用
意
せ
ざ
り
し

故
、
此
手
向
山
の
紅
葉
が
に
し
き
の
様
な
れ
ば
、
こ
れ
を
ぬ
さ
と
し
て
た
む
く

る
ほ
ど
に
（
…
…
以
下
略
）。

　

○
『
米
沢
抄
』

　
　

 

心
は
、
行
幸
の
さ
は
が
し
き
ま
ゝ
に
ぬ
さ
も
取
あ
へ
ず
、
紅
葉
を
た
て
ま
つ
る

と
也
。

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

み
か
ど
の
御
供
に
て
い
そ
ぎ
出
た
ち
ぬ
に
、
ぬ
さ
も
と
り
合
べ
き
隙
も
な
く
し

て
と
ら
ず
、
山
の
も
み
ぢ
を
そ
の
ま
ゝ
ぬ
さ
と
手
向
け
る
也
。

四
、「
幣
も
取
り
あ
へ
ず
」
の
解
釈
（
一
）（
二
）
の
否
定

　

○
『
異
見
』

　
　

 

こ
は
、
さ
ば
か
り
の
紅
葉
の
中
に
、
我
ぬ
さ
ば
か
り
の
錦
を
ば
い
か
に
手
向
ま

ゐ
ら
せ
ん
と
、
め
で
の
余
り
を
歌
と
よ
み
出
給
へ
る
の
み
に
こ
そ
あ
れ
。
ま
こ

と
は
、
お
ほ
や
け
私
の
幣
物
、
か
た
の
ご
と
く
取
ま
か
な
ひ
給
は
ざ
ら
ん
や
。

歌
の
お
も
て
に
つ
き
て
、
此
た
び
は
さ
て
や
み
給
へ
り
と
お
も
へ
る
は
、
い
ふ

に
た
ら
ぬ
事
也
。

【
考
察
】

　
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
九
、
羇
旅
歌
、
四
二
〇
番
に
「
朱
雀
院
の
な
ら
に
お
は
し

ま
し
た
り
け
る
時
に
た
む
け
山
に
て
よ
み
け
る
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
の
か
る
た
に
は
、
二
人
の
男
性
が
描
か
れ
る
。
向
か
っ
て
左
側
の
垂
纓
冠

六
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（
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を
被
っ
た
衣
冠
姿
の
男
性
が
作
者
の
菅
家
、
菅
原
道
真
で
あ
ろ
う
。
赤
く
彩
色
さ
れ

た
鳥
居
の
方
を
向
い
て
跪
き
、
笏し

ゃ
く

を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
後
ろ
で
同
様
に
跪
い
て
い

る
の
は
、
傘
持
ち
（
貴
人
の
行
列
に
長
柄
の
傘
を
持
っ
て
供
を
す
る
者
）
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
鳥
居
の
向
こ
う
に
は
、
画
面
左
か
ら
右
へ
、
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
と
見
ら
れ

る
水
流
が
あ
り
、
画
面
中
央
に
は
朱
で
彩
色
さ
れ
た
紅
葉
の
木
が
描
か
れ
る
。
鳥
居

の
左
側
や
紅
葉
の
木
の
根
元
、
画
面
左
上
や
右
上
は
、
薄
い
緑
色
で
あ
る
。
当
該
歌

の
「
手
向
山
」
の
所
在
地
は
に
わ
か
に
決
し
難
く
、
従
っ
て
地
形
も
明
ら
か
に
し
難

い
が
、
そ
の
地
の
情
景
を
想
像
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
［
Ｂ
］
に
描
か
れ
る
の
は
幣へ
い
は
く帛
、
す
な
わ
ち
幣
そ
の
も
の
で
あ
る
。
色
は
白
い
。

当
該
歌
は
、
幣
の
代
わ
り
に
紅
葉
の
錦
を
手
向
け
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
が
、
幣
を

色
と
り
ど
り
に
彩
色
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
は
い
な
い
。『
後
陽
成
抄
』
が
、「
或

秘
抄
」
の
説
と
し
て
、「
幣
」
を
「
い
ろ
い
ろ
の
き
ぬ
布
の
類
の
き
れ
ぎ
れ
な
ど
」

と
説
明
す
る
の
と
は
、
一
線
を
画
す
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
［
Ｃ
］
は
、
画
面
右
側
に
朱
塗
り
の
玉
垣
、
そ
の
横
に
注し
め
な
わ

連
縄
を
描
き
、
そ

こ
が
神
を
祭
る
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
玉
垣
の
手
前
、
画
面
右
下
か
ら
は
、
紅
葉

の
枝
が
伸
び
て
い
る
。［
Ｄ
］
は
赤
い
点
で
紅
葉
を
表
し
、
山
の
遠
景
を
描
く
。「
手

向
山
」
を
麓
か
ら
眺
め
た
構
図
で
あ
る
。

　

古
注
釈
で
は
、「
幣
も
取
り
あ
へ
ず
」
の
解
釈
が
大
き
く
ふ
た
つ
に
分
か
れ
る
。

宇
多
法
皇
に
供
奉
す
る
と
い
う
公
的
な
機
会
な
の
で
、
私
的
な
幣
は
用
意
し
て
こ
な

か
っ
た
と
す
る
説
に
は
、『
経
厚
抄
』『
天
理
本
聞
書
』『
幽
斎
抄
』『
三
奥
抄
』『
改
観
抄
』

『
宇
比
麻
奈
備
』
が
あ
る
。
と
く
に
『
改
観
抄
』
は
、「
幣
も
取
り
あ
へ
ず
」
で
句
を

切
る
か
、
そ
れ
と
も
続
け
る
か
で
「
両
義
あ
る
べ
し
」
と
述
べ
る
も
の
の
、「
君
の

御
供
」
で
あ
っ
て
「
私
の
旅
行
」
で
は
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
い
る
。
一
方
、
急
な

御
幸
で
あ
っ
た
た
め
に
幣
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
と
す
る
説
に
は
、『
新
抄
』『
米
沢

抄
』『
色
紙
和
歌
』
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
説
を
否
定
す
る
の
が
『
異
見
』
で
、「
め
で

の
余
り
を
歌
と
よ
み
出
給
へ
る
の
み
」と
い
う
解
釈
に
は
首
肯
さ
れ
よ
う
。［
Ａ
］［
Ｂ
］

［
Ｃ
］
の
か
る
た
が
、
描
く
も
の
こ
そ
差
異
が
あ
る
が
、「
神
」
へ
の
「
手
向
け
」
と

い
う
点
を
図
柄
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
手
向
山
」
全
山
の
紅
葉
を
描
く

［
Ｄ
］
に
は
、『
異
見
』
の
こ
の
主
張
と
も
共
通
す
る
解
釈
の
視
点
が
看
取
さ
れ
る
。
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百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
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翻
字
と
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（
四
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三
条
右
大
臣　

さ
ね
か
つ
ら

名
に
し

　
　
　

お
は
ゝ

山
の　

あ
ふ
さ
か

く
る

　

よ
し
も

　
　
　

か
な 

人
に

　

し
ら

　
　

れ
て

　

三
条
右
大
臣

名
に
し
お
は
ゝ

　

あ
ふ
さ
か
や

ま
の
さ
ね
か
つ
ら

ひ
と
に

　
　

し
ら
れ
て

く
る
よ
し

　

も
か
な

　

三
條
右
大
臣

名
に
し　

人
に
し

　

お
は
　ゝ
　

ら
れ
て

あ
ふ
阪　

 

く
る
よ
し
も　
　

　
　

山
の　
　

 

か
な

さ
ね
か
つ
ら

人
に
し
ら
れ
て

　

 

く
る
よ
し
も

　

 

か
な

　
　

三
條
右
大
臣

名
に
し

　
　
　

お
は
ゝ

　
　

あ
ふ
阪
山
の

　

さ
ね

　
　

か
つ
ら

人
に

　
　

し
ら
れ
て

　

く
る
よ
し

　
　
　

も
か
な

二
五
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
三
条
右
大
臣
）

　
　
（
名
）
丹
之
於
八
ゝ
安
不
左
可
（
山
）
乃
左
年
可
川
良

　
　
（
人
）
耳
志
良
連
天
久
累
与
之
毛
可
那 

［
Ｂ
］（
三
条
右
大
臣
）

　
　
（
名
）
尓
之
於
者
ゝ
安
不
左
可
也
万
能
左
祢
可
川
良

　
　

飛
止
仁
之
良
礼
天
久
類
与
之
母
可
那

［
Ｃ
］（
三
條
右
大
臣
）

　
　
（
名
）
尓
之
於
者
ゝ
阿
不
（
阪
山
）
乃
左
年
可
川
良　

　
　
（
人
）
尓
之
良
礼
天
久
留
与
之
毛
可
奈　

　
　
（
人
）
尓
志
良
礼
天
久
留
与
之
毛
可
南　

［
Ｄ
］（
三
條
右
大
臣
）

　
　
（
名
）
丹
之
於
八
ゝ
安
不
（
阪
山
）
乃
佐
祢
可
川
良　

　
　
（
人
）
耳
志
良
礼
天
久
留
与
之
毛
可
那 

 【
古
注
釈
】

一
、「
人
に
し
ら
れ
て
」
の
「
て
」
の
清
濁

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

て
文
字
、
清
濁
両
儀
也
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』

　
　

し
ら
れ
て
の
て
の
に
ご
り
て
よ
む
な
り
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

人
に
し
ら
れ
で
の
て
文
字
を
清
説
、
当
流
不
用
之
。

　

○
『
師
説
抄
』

　
　

口
に
と
な
ふ
る
時
は
清
て
、
心
に
は
濁
る
な
り
。

　

○
『
雑
談
』

　
　

 

一
説
に
、
人
に
し
ら
れ
て
と
す
み
て
用
る
説
も
あ
り
と
い
ふ
。
今
ま
で
は
し
の

び
た
れ
共
、
お
も
ひ
あ
ま
り
に
う
ち
ふ
て
ゝ
、
人
に
し
ら
れ
て
な
り
と
も
く
る

よ
し
も
が
な
、
と
云
。
か
の
か
は
り
た
る
事
い
は
ん
と
の
説
な
り
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

人
に
し
ら
れ
て
を
清
て
よ
む
と
い
ふ
説
わ
ろ
し
。

二
、「
く
る
よ
し
も
が
な
」
の
解
釈
（
一
）
男
性
が
女
性
の
も
と
に
「
来
る
」

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

な
に
し
お
は
ゞ
相
坂
と
云
に
、
い
ひ
お
ほ
せ
て
あ
ふ
と
云
山
に
生
る
か
づ
ら
な

ら
ば
と
云
心
也
。（
…
…
中
略
…
…
）
か
づ
ら
は
木
の
葉
の
下
草
根
な
ど
を
蔓

ゆ
く
物
な
れ
ば
、
其
に
寄
て
人
し
れ
ず
く
る
よ
し
も
が
な
と
云
也
。

　

○
『
新
抄
』

　
　

 

逢
坂
山
の
さ
ね
か
づ
ら
と
い
ふ
名
の
と
ほ
り
で
、
あ
ふ
て
一
所
に
ね
る
と
い
ふ

中
な
ら
ば
、
何
と
ぞ
し
て
人
に
し
ら
れ
ぬ
や
う
に
来
る
し
か
た
も
が
な
あ
れ
か

し
と
也
。

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

さ
ね
か
づ
ら
は
、
是
を
引
と
る
に
、
茂
み
な
ど
に
あ
る
物
な
れ
ば
い
づ
く
よ
り

く
る
と
も
み
え
ぬ
物
な
れ
ば
、
其
ご
と
く
思
人
世
に
し
ら
れ
ず
し
て
く
る
よ
し

も
が
な
と
い
へ
る
也
。

　

○
『
米
沢
抄
』　

　
　

 
此
か
づ
ら
は
、
草
の
下
よ
り
生
る
ゆ
へ
に
根
を
し
る
事
な
し
。
わ
が
か
よ
ひ
ぢ

を
し
ら
れ
ず
し
て
か
ゝ
ら
ば
や
と
よ
め
り
。

　

○
『
天
理
本
聞
書
』
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此
か
づ
ら
は
、
一
筋
切
て
く
り
よ
す
れ
ば
、
人
に
し
ら
れ
ぬ
方
よ
り
遥
々
ひ
か

れ
く
る
也
。
夫
を
た
と
へ
た
り
。
さ
れ
ば
、
く
る
い
は
む
た
め
也
。

三
、「
く
る
よ
し
も
が
な
」
の
解
釈
（
二
）
男
性
が
女
性
の
も
と
か
ら
「
帰
る
」

　

○
『
字
比
麻
奈
備
』

　
　

 

女
の
も
と
に
行
て
相ア
ヒ

寝ネ

て
、
し
か
も
人
に
は
し
ら
れ
ず
し
て
か
へ
り
来
ん
為ナ
シ

が

た
も
あ
れ
か
し
と
い
ふ
也
。

四
、「
く
る
よ
し
も
が
な
」
の
解
釈
（
三
）
男
性
が
女
性
に
「
来
る
」
こ
と
を
誘
う

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

さ
ね
か
づ
ら
は
、
く
り
出
す
草
な
れ
ば
、
く
る
と
い
は
ん
ま
く
ら
言
葉
な
り
。

（
…
…
中
略
…
…
）。
扨
又
逢
坂
山
に
生
た
る
か
づ
ら
な
れ
ば
、
け
い
ぶ
つ
引
出

し
た
る
也
。（
…
…
中
略
…
…
）
わ
が
お
も
ふ
人
、
わ
れ
に
あ
は
ん
た
め
人
に

し
ら
れ
ず
し
て
く
る
よ
し
も
が
な
、
と
願
た
る
也
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

あ
ふ
と
云
名
の
ま
こ
と
な
ら
ば
、
人
し
れ
ず
し
て
く
る
よ
し
も
が
な
と
い
ふ
な

り
。
か
づ
ら
を
と
る
時
は
、
も
と
を
切
た
ち
て
是
を
た
ぐ
る
に
、
い
づ
く
よ
り

く
る
と
も
し
ら
ず
末
は
こ
と
ご
と
く
わ
が
方
に
く
り
よ
せ
ら
る
、
そ
の
ご
と
く

に
あ
ら
ば
や
と
よ
め
る
心
也
。

　

○
『
改
観
抄
』

　
　

 

女
の
男
に
よ
る
事
か
づ
ら
の
物
に
か
ゝ
り
て
は
ふ
に
似
た
れ
ば
、
お
ほ
く
女
に

た
と
ふ
。
し
げ
り
て
は
ひ
あ
へ
ば
、
そ
れ
を
女
の
習
、
か
な
ら
ず
男
に
あ
ふ
物

な
る
に
よ
せ
て
、
逢
坂
山
の
さ
ね
か
づ
ら
と
い
へ
り
。（
…
…
中
略
…
…
）
人

し
れ
ず
し
て
我
心
に
任
す
る
よ
し
も
が
な
と
い
ふ
心
を
、
よ
そ
ふ
る
物
の
上
を

の
み
い
ひ
て
あ
ら
は
せ
り
。

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

 

あ
ふ
坂
山
の
さ
ね
か
づ
ら
は
人
の
し
る
ま
じ
き
と
思
ひ
た
る
に
、
皆
人
し
り
て

と
り
に
く
る
其
ご
と
く
、
名
有
程
の
美
人
は
何
程
深シ

ン
　
ソ
ウ
窓
に
か
く
れ
て
も
か
く
れ

な
し
、
聞
及
び
た
る
故
か
く
は
し
め
ず
、
と
女
の
も
と
へ
初
恋
の
歌
な
り
。
龍

吟
秘
抄
御
説
に
、
く
る
よ
し
も
が
な
と
あ
る
に
よ
り
て
な
び
け
か
し
と
い
ふ
心

な
り
と
云
々
。
芝
山
殿
云
、
家
の
説
に
初
恋
の
歌
に
あ
ら
ず
。
互
に
い
ひ
か
は

し
た
る
う
へ
し
の
ぶ
一
段
に
な
り
て
、
宮
中
の
女
中
ゆ
へ
此
方
よ
り
は
参
り
が

た
し
、
手
ま
へ
え
忍
び
て
も
が
な
と
の
歌
の
よ
し
な
り
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

譬
へ
ば
、
女
の
も
と
へ
さ
る
所
の
さ
ね
葛
を
贈
り
た
る
な
ど
や
う
の
事
な
ら
で

は
、
一
首
さ
ら
に
こ
と
わ
り
を
な
さ
ず
。（
…
…
中
略
…
…
）
又
、
く
る
よ
し

も
が
な
と
あ
る
を
、
帰
り
く
る
よ
し
も
と
見
た
る
は
、
い
と
物
遠
し
。
こ
は
、

男
こ
そ
は
通
ふ
べ
け
れ
、
女
は
来
べ
き
も
の
な
ら
ず
と
思
へ
る
よ
り
の
謬
な
る

べ
し
。

【
考
察
】

　
『
後
撰
和
歌
集
』
巻
第
十
一
、
恋
三
、七
〇
〇
番
に
「
女
に
つ
か
は
し
け
る
」
と
い

う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
の
か
る
た
に
は
、
画
面
左
側
に
ふ
た
り
の
人
物
が
描
か
れ
る
。
向
か
っ
て

右
側
の
男
性
は
衣
冠
姿
で
垂
纓
冠
を
被
り
、
女
性
の
方
を
振
り
向
い
て
い
る
。
作
者

の
三
条
右
大
臣
、
藤
原
定
方
で
あ
ろ
う
。
女
性
は
う
つ
む
き
加
減
に
定
方
の
方
を
向

き
、
右
手
で
定
方
の
袖
を
引
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
画
面
右
側
に
は
、
真
葛
の

茎
が
曲
が
り
く
ね
り
、
所
々
に
葉
を
付
け
て
い
る
。
定
方
の
左
手
は
そ
の
茎
を
掴
ん

で
い
る
よ
う
で
あ
る
。
画
面
上
部
に
は
山
々
が
連
な
り
、
緑
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

男
女
が
山
中
に
い
る
図
柄
で
あ
る
。
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一
方
［
Ｂ
］
は
、
二
輪
の
白
い
花
を
付
け
た
緑
の
真
葛
が
描
か
れ
る
。
真
葛
の
花

が
咲
く
の
は
七
、八
月
頃
と
さ
れ
る
。
そ
の
時
期
の
真
葛
の
さ
ま
を
描
写
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。

　
［
Ｃ
］
で
は
、
真
葛
の
茎
が
、
画
面
左
下
か
ら
複
数
本
、
曲
線
を
描
き
な
が
ら
伸

び
る
。
茎
に
は
緑
の
葉
が
付
い
て
い
る
。
そ
の
茎
の
間
を
透
か
し
見
た
奥
に
あ
る
、

彩
色
さ
れ
た
薄
茶
色
と
水
色
の
部
分
は
、
山
と
水
辺
と
を
表
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
山
は
逢
坂
山
で
あ
ろ
う
が
、
水
辺
は
、
逢
坂
の
関
の
ほ
と
り
を
流
れ
る「
関
水
」

を
表
す
か
。

　
［
Ｄ
］
の
図
柄
は
、
逢
坂
山
に
あ
る
「
逢
坂
の
関
」
を
、
左
右
の
柵
や
、
関
を
通

る
坂
道
と
と
も
に
描
く
。
真
葛
を
描
か
な
い
点
で
留
意
さ
れ
る
。
逢
坂
の
関
は
、『
百

人
一
首
』
に
お
い
て
、
一
〇
番
の
蝉
丸
歌
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
札
に
は
、
当
該
歌
と

同
様
の
図
柄
と
筆
致
で
「
逢
坂
の
関
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
蝉
丸
の
札
は
、

逢
坂
の
関
を
当
該
歌
の
札
よ
り
も
坂
道
の
下
方
か
ら
見
上
げ
る
構
図
で
あ
る
。

　
　
　
　
10
番 

蝉
丸

　
　
　

　

古
注
釈
に
お
い
て
は
、「
人
に
し
ら
れ
て
」
の
「
て
」
の
清
濁
に
つ
い
て
明
言
し

て
い
る
も
の
が
あ
る
。『
宗
祇
抄
』
は
「
清
濁
両
儀
」
を
認
め
、『
師
説
抄
』
は
「
口

に
と
な
ふ
る
時
は
清
」「
心
に
は
濁
る
」と
い
う
説
を
唱
え
る
が
、『
天
理
本
聞
書
』『
幽

斎
抄
』『
雑
談
』『
三
奥
抄
』
の
よ
う
に
「
濁
」
を
可
、
あ
る
い
は
「
清
」
を
不
可
と

す
る
も
の
が
多
い
。「
人
に
し
ら
れ
て
な
り
と
も
く
る
よ
し
も
が
な
」
と
い
う
解
釈

は
、『
雑
談
』
が
否
定
す
る
と
お
り
、
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
。
他
の
古
注
釈
に
お

い
て
も
、「
人
に
し
ら
れ
で
」
と
い
う
本
文
で
解
釈
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。

　
「
く
る
よ
し
も
が
な
」
の
「
く
る
」
の
解
釈
に
つ
い
て
、
男
性
が
女
性
の
も
と
に

「
来
る
」
意
と
解
す
る
も
の
に
は
、『
経
厚
抄
』『
新
抄
』『
宗
祇
抄
』『
米
沢
抄
』『
天

理
本
聞
書
』
が
あ
る
。
多
く
は
、「
か
づ
ら
は
木
の
葉
の
下
草
根
な
ど
を
蔓
ゆ
く
物
」

（
経
厚
抄
）、
引
き
取
る
と
「
い
づ
く
よ
り
く
る
と
も
み
え
ぬ
物
」（
宗
祇
抄
）、「
根

を
し
る
事
な
し
」（
米
沢
抄
）
と
い
う
真
葛
と
い
う
植
物
の
特
徴
に
言
及
し
、
女
性

の
も
と
に
通
う
男
性
の
行
動
に
重
ね
て
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
、『
天
理
本
聞
書
』は
、

真
葛
は
「
夫
」
の
た
と
え
と
す
る
。
な
お
、
人
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
女
性
の
も
と
か
ら

帰
る
方
策
が
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
『
字
比
麻
奈
備
』
の
説
も
あ
る
が
、
ご
く
少
数
で

あ
り
、『
異
見
』
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、『
色
紙
和
歌
』
は
、「
わ
が
お
も
ふ
人
、
わ
れ
に
あ
は
ん
た
め
人
に
し
ら
れ

ず
し
て
く
る
よ
し
も
が
な
」
と
、
男
性
が
女
性
に
対
し
逢
瀬
を
誘
っ
た
歌
と
解
し
て

い
る
。
ま
た
、『
三
奥
抄
』
が
、
前
述
の
真
葛
の
特
徴
に
言
及
し
た
上
で
、「
末
は
こ

と
ご
と
く
わ
が
方
に
く
り
よ
せ
ら
る
、
そ
の
ご
と
く
に
あ
ら
ば
や
」と
述
べ
る
の
も
、

男
性
か
ら
女
性
へ
の
誘
い
と
見
て
い
る
。
ま
た
、『
改
観
抄
』
は
、
葛
を
「
女
」
の

た
と
え
と
し
て
、
男
性
が
「
我
心
に
任
す
る
」
こ
と
を
女
性
に
願
っ
た
歌
と
す
る
。

さ
ら
に
、『
龍
吟
明
訣
抄
』
所
載
「
龍
吟
秘
抄
御
説
」
も
、
女
性
に
対
し
て
「
な
び

け
か
し
と
い
ふ
心
」
と
述
べ
、「
芝
山
殿
」
の
語
る
「
家
の
説
」
で
は
さ
ら
に
、「
宮

中
の
女
中
」
の
も
と
へ
は
通
い
難
い
の
で
、
忍
ん
で
来
て
ほ
し
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
同
様
に
『
異
見
』
も
、
女
性
に
来
て
ほ
し
い
と
望
む
歌
と
見
る
。［
Ａ
］
の
か

る
た
に
描
か
れ
た
、
真
葛
の
茎
を
掴
む
男
性
と
、
そ
の
男
性
の
袖
を
引
く
女
性
の
姿

は
、
誘
い
の
ま
ま
男
性
に
心
を
寄
せ
、
女
性
が
忍
ん
で
来
た
場
面
を
想
像
さ
せ
る
。
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な
お
、『
異
見
』
に
は
、
女
性
の
も
と
に
真
葛
を
贈
る
と
い
っ
た
状
況
で
な
い
と
、

詠
歌
の
契
機
が
想
定
し
に
く
い
歌
だ
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。［
Ｂ
］
の
か
る
た
に
花

の
咲
い
た
真
葛
が
描
か
れ
た
の
も
、
単
に
画
面
を
彩
り
た
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
あ
る
い
は
真
葛
を
女
性
へ
の
贈
り
物
と
想
定
し
た
上
で
の
図
柄
か
。

　
　
　

貞
信
公

お
く
ら
山

　

み
ね
の

も
み
ち　

　
　

は

　

心
あ
ら
は

い
ま

　

ひ
と
た
ひ
の

み
ゆ
き

　

ま
た

　
　

な
ん

を
く
ら
や
ま

　

み
ね
の

　

貞
信
公

紅
葉
葉

こ
ゝ
ろ
あ
ら
は

い
ま
ひ

　

と
た
ひ

み
ゆ
き　

の　

　

ま
た
な
む

二
六
番

［
Ａ
］

［
Ｂ
］

六
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【
字
母
】

［
Ａ
］（
貞
信
公
）

　
　

於
久
良
（
山
）　

三
年
能
毛
美
知
者　
（
心
）
安
良
八

　
　

以
万
比
止
多
飛
能　

三
由
幾
末
多
奈
无

［
Ｂ
］（
貞
信
公
）

　
　

遠
久
良
也
末　

三
年
乃
（
紅
葉
葉
）　

己
（
ゝ
）
呂
安
良
八

　
　

以
万
比
止
多
比
能　

三
由
支
末
多
那
無

［
Ｃ
］（
貞
信
公
）

　
　
（
小
倉
山
）　

三
年
能
毛
美
知
八　
（
心
）
阿
良
者

　
　
（
今
一
）
太
比
乃　

三
由
幾
末
多
奈
无

　
　
（
今
）
飛
止
太
比
乃　
（
御
幸
）
満
多
奈
无

［
Ｄ
］（
貞
信
公
）

　
　
（
小
倉
山
）　
（
峯
）
乃
（
紅
葉
ゝ
）　

己
（
ゝ
）
路
安
良
八

　
　

以
末
（
一
度
）
乃　

三
由
支
（
待
）
奈
舞

【
古
注
釈
】

一
、
醍
醐
天
皇
の
行
幸
を
待
て
と
い
う
紅
葉
に
対
す
る
呼
び
か
け

　

○
『
経
厚
抄
』

　
　

 

一
首
の
心
、
只
今
寛ク
ワ
ン

平ペ
イ

法
皇
の
臨
幸
を
ば
待
得
た
り
。
此
後
延
喜
の
行
幸
を

待
奉
る
迄
散チ
ラ
ス

な
と
紅
葉
に
云
懸
た
る
が
此
歌
の
感
也
。

○
『
新
抄
』

　
　

 
峯
の
も
み
ぢ
よ
（
…
…
中
略
…
…
）
今
院
の
御
幸
あ
り
て
行
幸
も
あ
り
ぬ
べ
き

所
也
と
仰
ら
れ
た
れ
ば
、（
…
…
中
略
…
…
）
今
一
度
み
ゆ
き
の
あ
る
を
待
あ

は
せ
て
ち
ら
ぬ
や
う
に
せ
よ
と
也
。

　

貞
信
公

小
倉
山　
　

今
一
た
ひ
の

　

み
ね
の　
　

み
ゆ
き

　

も
み
ち
は　
　

ま
た

　

心
あ
ら
は　
　
　

な
ん

い
ま

　

ひ
と

　
　

た
ひ
の

　
　

御
幸
ま
た

　
　
　
　
　

な
ん

　
　

貞
信
公

小
倉
山

　
　

峯
の

　

紅
葉
ゝ

こ
ゝ
ろ

　

あ
ら
は

い
ま
一
度
の

み
ゆ
き

　

待
な
む

［
Ｃ
］

［
Ｄ
］
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

　

○
『
宗
祇
抄
』

　
　

 

心
は
、
行
幸
の
事
を
我
身
に
か
け
ず
し
て
、
紅
葉
に
お
ほ
せ
い
へ
る
事
尤
珍
敷

に
や
。

　

○
『
幽
斎
抄
』

　
　

 

歌
の
心
は
、
御
幸
は
す
で
に
有
、
と
て
も
の
事
に
ち
ら
ず
し
て
、
行
幸
を
も
待

つ
け
よ
と
紅
葉
に
対
し
て
い
へ
り
。

○
『
師
説
抄
』

　
　

 

此
紅
葉
時
節
を
し
り
て
も
み
ぢ
し
、
散
べ
き
時
節
を
し
り
て
ち
る
か
ら
は
、
紅

葉
も
心
が
あ
る
な
り
。
そ
の
心
あ
ら
ば
、
ち
ら
ず
に
ゐ
て
行
幸
を
待
て
と
也
。

○
『
後
水
尾
抄
』

　
　

 

三
光
院
云
、（
…
…
中
略
…
…
）。
歌
が
ら
の
殊
勝
な
る
事
は
勿
論
な
れ
ど
も
、

此
歌
も
小
倉
也
、
さ
れ
ば
御
幸
を
も
申
べ
き
物
を
と
の
下
心
也
。
山
も
同
じ
紅

葉
も
同
じ
山
の
紅
葉
に
て
有
程
に
、
わ
が
身
数
な
ら
ば
行
幸
を
も
可
待
物
を
と

の
心
也
。
さ
な
が
ら
貞
信
公
に
通
ず
べ
き
歟
。

　

○
『
三
奥
抄
』

　
　

 

行
幸
も
有
ぬ
べ
き
所
と
お
ほ
せ
給
ふ
、
其
あ
た
り
山
川
の
躰
勢
お
も
し
ろ
き
中

に
小
倉
山
の
紅
葉
に
め
で
ゝ
の
た
ま
ふ
故
、
其
心
を
え
て
よ
め
る
な
り
。
唯
今

の
お
ほ
せ
ご
と
う
け
た
ま
は
り
て
ま
か
り
か
へ
ら
ば
、
其
よ
し
当
帝
へ
奏
聞
す

べ
し
。
さ
あ
ら
ば
、
さ
だ
め
て
主
上
行
幸
有
べ
し
。
其
折
ま
で
け
ふ
の
紅
葉
ち

り
う
せ
ず
し
て
待
奉
れ
と
い
ふ
心
也
。
草
木
は
非
情
と
い
へ
ど
も
、
猶
其
玉
し

ゐ
有
べ
け
れ
ば
か
く
い
ひ
き
か
せ
ら
る
ゝ
な
り
。

　

○
『
宇
比
麻
奈
備
』

　
　

 

是
は
上
皇
の
勅
あ
り
て
、
今
上
の
行
幸
に
も
あ
ひ
奉
り
な
ば
、
紅
葉
に
と
り
て

か
た
じ
け
な
き
事
ぞ
、
今
し
ば
し
ち
ら
で
、
行
幸
を
待
つ
け
奉
れ
よ
て
ふ
事

を
、
有
の
ま
に
ま
に
い
ひ
て
よ
く
歌
と
な
し
給
へ
り
。

　

○
『
燈
』

　
　

 

小
倉
山
の
も
み
ぢ
の
、
今
上
行
幸
し
た
ま
は
む
日
ま
で
ち
ら
で
は
あ
り
が
た
か

る
べ
き
が
、
い
と
わ
び
し
さ
の
あ
ま
り
に
よ
ま
せ
給
へ
る
な
り
。

　

○
『
峯
の
か
け
は
し
』

　
　

 

小
倉
山
ノ
峯
ノ
紅
葉
ヨ
、（
…
…
中
略
…
…
）
其
方
心
ガ
ア
ル
ナ
ラ
バ
モ
ウ
一

度
ノ
行み
ゆ
き幸
ヲ
チ
ラ
ズ
ニ
待
チ
テ
居ヲ
レ

ヨ
。
上
皇
バ
カ
リ
カ
今
上
ノ
行
幸
ニ
モ
逢
ト

云
コ
ト
ハ
有
難
イ
コ
ト
ヂ
ヤ
ゾ
ヨ
。

　

○
『
異
見
』

　
　

 

改
観
に
、（
…
…
中
略
…
…
）
取
わ
き
小
倉
山
の
紅
葉
に
め
で
ゝ
の
た
ま
ふ
故
、

其
心
を
え
て
よ
み
給
へ
り
。
只
今
の
仰
ご
と
う
け
給
り
て
、
ま
か
り
帰
ら
ば
其

よ
し
主
上
に
奏
聞
す
べ
し
。
さ
あ
ら
ば
、
定
め
て
行
幸
あ
る
べ
し
。
其
折
ま
で
、

け
ふ
の
紅
葉
散
う
せ
ず
し
て
待
奉
れ
と
い
ふ
心
也
、
と
い
へ
り
。

　

○
『
一
夕
話
』

　
　

 

歌
の
心
は
、
こ
の
小
倉
山
の
峰
の
紅
葉
が
心
あ
る
も
の
に
て
あ
ら
ば
、（
…
…

中
略
…
…
）
こ
の
儘
色
も
変
ら
ず
散
り
も
せ
ず
し
て
今
一
度
の
行
幸
を
待
ち
奉

り
た
ら
ば
、
よ
か
ら
ん
と
い
ふ
心
な
り
。

二
、
宇
多
法
皇
の
再
度
の
御
幸
を
待
て
と
い
う
紅
葉
に
対
す
る
呼
び
か
け

　

○
『
色
紙
和
歌
』

　
　

 

心
は
、
さ
や
う
に
御
門
の
御
し
や
う
く
は
ん
な
ら
ば
、
も
み
ぢ
も
心
し
て
ち
ら

ず
し
て
、
か
さ
ね
て
の
御
幸
を
ま
ち
た
て
ま
つ
れ
と
の
心
な
り
。

　

○
『
後
陽
成
抄
』

　
　

 

行
幸
を
待
つ
こ
と
ま
で
に
過
分
な
れ
ば
、
い
く
度
も
御
幸
を
ち
ら
で
ま
て
か
し

と
、
紅
葉
に
心
中
を
ゆ
づ
り
て
い
へ
る
こ
と
、
尤
珍
重
に
や
。
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文
化
情
報
学
　
十
七
巻
一
・
二
号
（
令
和
四
年
三
月
）

　

○
『
龍
吟
明
訣
抄
』

　
　

 

冷
泉
為
家
卿
鈔
云
、（
…
…
中
略
…
…
）。
此
歌
の
心
は
、
峯
の
紅
葉
ゝ
と
い
ふ

た
る
に
心
あ
り
。
峯
の
紅
葉
は
は
や
く
も
よ
う
す
も
の
な
り
、
又
来
年
も
は
や

く
御
幸
を
待
や
う
に
一
段
も
み
ぢ
せ
よ
と
の
事
に
て
、
実
は
法
皇
の
御
徳
を
称

美
し
奉
り
、
人
間
は
い
ふ
に
お
よ
ば
ず
草
木
ま
で
一
度
御
幸
な
さ
れ
た
る
御
徳

に
あ
へ
ば
、
又
も
御
幸
を
待
や
う
に
し
た
ふ
と
い
ふ
心
也
。

【
考
察
】

　
『
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
十
七
、
雑
秋
、
一
一
二
八
番
に
「
亭
子
院
大
井
河
に
御
幸

あ
り
て
、
行
幸
も
あ
り
ぬ
べ
き
所
な
り
と
お
ほ
せ
た
ま
ふ
に
、
こ
と
の
よ
し
そ
う
せ

ん
と
申
し
て
」
と
い
う
詞
書
で
載
る
歌
で
あ
る
。

　
［
Ａ
］
の
挿
絵
の
中
央
に
は
、
二
人
の
人
物
が
描
か
れ
る
。
左
側
の
人
物
は
亭
子

院
（
宇
多
法
皇
）、
右
側
の
垂
纓
冠
を
被
っ
た
衣
冠
姿
の
人
物
は
作
者
の
貞
信
公
（
藤

原
忠
平
）
で
あ
ろ
う
。
画
面
左
下
の
御
所
車
は
、「
み
ゆ
き
（
御
幸
）」
で
あ
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
画
面
右
上
方
に
は
山
肌
に
紅
葉
の
葉
が
比
較
的
は
っ

き
り
と
描
か
れ
る
。「
小
倉
山
」
の
「
峰
の
紅
葉
葉
」
を
示
す
。［
Ｂ
］
で
は
、
重
な

る
山
と
山
の
向
こ
う
に
、
ひ
と
き
わ
太
い
木
の
幹
と
、
広
が
る
枝
に
、
多
く
の
赤
い

点
で
紅
葉
し
た
葉
を
描
く
。
小
倉
山
の
紅
葉
の
遠
景
で
あ
る
。
同
様
に
、［
Ｄ
］で
も
、

山
間
に
描
か
れ
る
赤
い
点
は
、
紅
葉
で
あ
ろ
う
。
山
の
麓
か
ら
の
眺
め
で
あ
る
。

　

さ
て
、［
Ｃ
］
で
あ
る
が
、
御
所
車
は
［
Ａ
］
の
か
る
た
と
同
様
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
上
方
に
描
か
れ
る
の
は
紅
葉
で
は
な
く
、
桜
と
見
ら
れ
る
。
い
ま
、
か
る

た
［
Ｃ
］
に
お
い
て
、
他
の
札
に
描
か
れ
る
桜
を
、
当
該
歌
の
札
の
挿
絵
と
と
も
に

挙
げ
て
お
く
。

　
　
　
　

26
番 

貞
信
公

33
番 

紀
友
則

66
番 

大
僧
正
行
尊

　
［
Ｃ
］
の
か
る
た
の
桜
の
描
き
方
に
類
型
が
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
当

該
歌
の
札
の
紅
葉
を
描
く
べ
き
部
分
に
桜
が
描
か
れ
た
の
は
、
製
作
時
の
図
柄
の
指

示
が
不
明
瞭
だ
っ
た
た
め
か
。
あ
る
い
は
、
絵
を
描
く
際
の
単
純
な
手
違
い
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

　

先
に
少
し
く
触
れ
た
と
お
り
、
御
所
車
を
描
く
［
Ａ
］［
Ｃ
］
の
か
る
た
は
、『
拾

遺
集
』
の
詞
書
に
拠
っ
て
、
御
幸
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
と
く
に
［
Ａ
］

の
か
る
た
は
、
一
貫
し
て
挿
絵
に
人
物
を
描
く
が
、
宇
多
法
皇
と
時
平
を
中
心
に
据

え
な
が
ら
、
山
の
紅
葉
の
葉
の
輪
郭
を
は
っ
き
り
と
描
く
。
こ
れ
は
、「
峯
の
紅
葉

葉
」（
峯
の
紅
葉
の
葉
）
と
い
う
解
釈
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
か
。
な
お
、
和
歌
本

文
の
表
記
と
し
て
、
同
様
の
解
釈
が
読
み
取
れ
る
も
の
は
、［
Ｂ
］（
紅
葉
葉
）、［
Ｄ
］

（
紅
葉
ゝ
）で
あ
る
一
方
、［
Ｃ
］は
「
は
」
の
字
母
に
「
八
」
を
用
い
て
お
り
、「
は
」

を
助
詞
と
認
め
て「
紅
葉
は
」と
解
釈
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、［
Ａ
］

の
表
記
で
は
、
に
わ
か
に
判
断
し
が
た
い
。

　

以
上
、
四
種
の
か
る
た
の
図
柄
を
比
較
し
て
み
る
と
、
御
所
車
を
描
く［
Ａ
］［
Ｃ
］

と
、
山
間
の
紅
葉
を
遠
景
と
し
て
描
く
［
Ｂ
］［
Ｄ
］
に
大
別
で
き
そ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
古
注
釈
書
の
多
く
は
、
醍
醐
天
皇
の
行
幸
ま
で
散
ら
ず
に
待
て
と
紅
葉
に

呼
び
か
け
た
と
説
明
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
宇
多
法
皇
の
再
度
の
御
幸
を
待
て
と
解
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同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
蔵
『
百
人
一
首
か
る
た
』（
歌
意
絵
入
り
）
四
種
―
影
印
・
翻
字
と
考
察
（
四
）―

す
る
も
の
と
し
て
、『
色
紙
和
歌
』『
後
陽
成
抄
』『
龍
吟
明
訣
抄
』
が
挙
げ
ら
れ
よ

う
。
中
で
も
、『
龍
吟
明
訣
抄
』が
、「
冷
泉
為
家
卿
鈔
云
」と
し
て
、「
草
木
ま
で
も
」

翌
年
の
「
御
幸
」
を
待
つ
よ
う
に
慕
う
と
い
う
「
法
皇
の
御
徳
」
の
「
称
美
」
と
述

べ
る
の
は
異
色
で
あ
る
。

附
　
記

　

本
稿
は
、
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
研
究
科
に
お
け
る
二
〇
二
〇
年
度
秋
学
期
の

授
業
「
日
本
古
典
文
学
情
報
特
論
2
」
に
お
い
て
採
り
上
げ
た
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

小
原
菜
々
子
（
一
七
～
一
九
番
）・
関
あ
か
り
（
二
〇
～
二
二
番
）・
薛
堰
之
（
二
三

～
二
五
番
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
歌
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
に

二
六
番
を
加
え
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝
統

文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
20
期
研
究
会
第
３

研
究
（
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
近
世
か
ら
近
代
に
至
る
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材
へ
の
活
用
」（
科
学
研
究

費
助
成
事
業
基
盤
研
究（
Ｃ
）課
題
番
号20K

12565

、
二
〇
二
〇
～
二
〇
二
三
年
度
）

の
一
環
と
し
て
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
。
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